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３
月
ま
で
市
が
直
接
運
行
し
て
来
た

や
ま
ゆ
り
号
を
４
月
か
ら
、
小
田
急
交

通
南
多
摩
㈱
（
道
路
運
送
法
の
タ
ク
シ

ー
事
業
）
が
行
う
『
や
ま
ゆ
り
号
運
行

サ
ー
ビ
ス
』
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
町
田
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ブ
友
の
会
が
行
う
『
市
民
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
』
（
愛
称
…
あ
い
ち
ゃ

石阪市長に報告する、向かって左から
南野さん、中家さん、萩原さん

　町田市は、２００８年（平成２０年）２月１日に市制５０周年を迎えます。
　２００８年は、これからの「町田ブランド」を構築する出発点と位置付
け、「あなどれません。町田」をキャッチフレーズに、まちの魅力を再
発見、創造、発信する様々な事業を市制５０周年記念事業として展開しま
す。
　そこで、市制５０周年記念事業で統一的に利用するシンボルマークを公
募することになりました。自由な発想による斬新な作品をお待ちしてい
ます。
○募集テーマ　これからの町田市の都市イメージを端的に表現し、広く
市民に親しまれ、２００８年以降も継続的に使用できるシンボルマークを
デザインして下さい。なお、シンボルマークは市制５０周年記念事業キ
ャッチフレーズ「あなどれません。町田」とともに使用する予定で
す。
※５０周年以降も使用を予定しているため、「５０」をデザイン化するな
ど、５０周年を連想させないものとします。

○応募資格　１５歳以上の方
○締切　７月３１日（火）
○選考及び発表　有識者による選考を行い、９月上旬に町田市ホームペ
ージ及び広報により発表します。
○賞
最優秀作（採用作品）　賞状と１０万円　※高校生以下は図書カード
　優秀作（２点）　賞状と１万円　※高校生以下は図書カード
　佳作（数点）　記念品
○応募規定
・用紙はＡ４版サイズ（白）をタテで使用して下さい。
・用紙裏面下部に住所、氏名、年齢、電話番号を明記して下さい。
・応募点数の制限はありません。ただし用紙１枚に付き１点の応募とし
ます。
・作品の色や大きさは自由ですが、白黒での使用、また縮小することに
もご留意下さい。
・応募作品は返却しません。
○注意事項
・未発表のもの、他の著作権を侵害しない作品とします。入賞作品が他
の著作権を侵害することが判明した場合には、審査結果発表後であっ
ても賞を取り消すことがあります。
・入賞作品にかかる著作権等、すべての権利は町田市に帰属します。
・採用作品は使用の際、補作をする場合があります。
○個人情報の保護について
以下の目的以外に応募者の個人情報を使用及び公表することはありま
せん。
・入賞の連絡のために使用すること。
・入賞作品を発表する際に、氏名、住所（都道府県名・市町村名のみ）
を公表すること。
○応募作品送付先　〒１９４－８５２０　中町１－２０－２３　企画部企画調整課
（市制５０周年記念事業担当）

　□問 企画調整課　��７２４・２１０３

ん
号
）
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
単
独
で
実
施
し
て
き
た
両
事
業
を

福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
共
同
配
車
セ
ン
タ

ー
事
業
（
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
）
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
や
ま

ゆ
り
号
は
市
外
及
び
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

等
を
、
あ
い
ち
ゃ
ん
号
は
市
内
輸
送
を

原
則
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
と
社
会
福
祉
協
議

会
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協

働
に
よ
る
事
業
で
す
。　
　
　
　

　

利
用
に
は
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
へ
の

登
録
が
必
要
で
、
単
独
で
公
共
交
通
の

利
用
が
困
難
な
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

�　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

�　

療
育
（
愛
の
）
手
帳
１
・
２
度

�　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

２
級

�　

介
護
保
険
法
の
要
介
護
状
態
区
分

３
〜
５

�　

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
認
定

区
分
４
〜
６

�　

ア
〜
オ
と
同
等
程
度
の
方

　

利
用
は
有
料
（
や
ま
ゆ
り
号
は
免
除

規
定
あ
り
）
で
す
。

　

４
月
以
降
、
新
規
登
録
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
談
や
、
介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
の

紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
ち
ゃ
ん
号
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
※
）
の
方
が
運
転
す
る
道
路
運
送
法

の
福
祉
有
償
運
送
事
業
で
す
。
４
月
以

降
、
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
の
新
規
登
録

者
が
増
え
て
お
り
、
運
転
手
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先

��
・
�
７
２
７
・
６
３
６
１

※
基
準
に
よ
り
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま

す
。

　

み
ん
な
の
お
で
か
け
マ
ッ
プ
を
配
布

中
で
す
。
こ
の
冊
子
は
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
乳
幼
児
連
れ
の
方
等
の
外
出

支
援
の
た
め
に
、
施
設
（
住
所
・
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
等
）

情
報
と
案
内
図
（
町
田
駅
周
辺
ほ
か
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
ト

イ
レ
（
車
い
す
使
用
者
が
利
用
で
き
る

も
の
）
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
注
）
対
応

設
備
、
授
乳
室
、
障
が
い
者
用
駐
車

場
、
福
祉
輸
送
事
業
者
や
、
音
声
案
内

等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

冊
子
は
、
一
部
カ
ラ
ー
で
１
０
０
０

０
部
作
成
し
、
市
役
所
本
庁
舎
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
で
無
料
配
布
し
て
い
ま

す
。
町
田
駅
周
辺
地
図
は
視
覚
障
が
い

者
の
方
に
配
慮
し
、
触
知
図
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

□問
 

福
祉
総
務
課

��
７
２
４
・
２
１
３
３

�
７
２
４
・
１
１
８
７

注
：
人
工
肛
門
・
膀
胱
を
お
持
ち
の
人

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
が
行

っ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
隊
に
市
内
に

お
住
ま
い
の
萩
原
踊
介
さ
ん
、
中
家
真

奈
子
さ
ん
と
南
野
育
恵
さ
ん
の
派
遣
が

決
ま
り
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
経
験
を
生
か
し
、

萩
原
さ
ん
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ

村
落
開
発
普
及
員
、
中
家
さ
ん
は
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
で
農
業
な
ど
の
指
導
、
南
野

さ
ん
は
ヨ
ル
ダ
ン
で
幼
児
教
育
な
ど
を

行
う
予
定
で
す
。

　夏の風物詩である、ほおずき市を開催しま
す。
　ほおずき（鉢物）や山野草を市内の生産者
が販売しますのでぜひご来園下さい。新鮮野
菜も販売します。
○日時　７月７日（土）、８日（日）午前８
時～午後４時３０分
※雨天実施
○会場　薬師池公園内
○交通　小田急線町田駅北口ＰＯＰビル先２１
番乗場から本町田経由野津田車庫行きか本
町田経由鶴川駅行きバスで「薬師ヶ丘」下
車すぐ

□問 公園緑地課��７９３・７６１１

薬師池公園

����
�����

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

市
で
は
医
療
制
度
改
革
や
税
制
改
正
に
よ
る
高
齢
者
の
方
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
の
た
め
指
定
収
集
ご
み
袋
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

町
田
市
に
住
所
が
あ
る
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方
（
４
月
２

１９

７０

日
以
降
の
転
出
・
死
亡
及
び
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
市
内
転

居
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
す
）
。

　

燃
や
せ
る
ご
み
袋　

㍑
袋　

枚
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
袋　

㍑
袋　

枚
（
年
間
１

２０

５０

２０

１０

人
）

　

委
託
業
者
が
順
次
、
個
別
に
直
接
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
お
受
け
取
り
の
際
に

は
、
受
領
印
ま
た
は
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
在
の
場
合
、
８
月　

日
ま
で
行
い
ま
す
。
配
布
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
左

３１

記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

□問
 

ご
み
減
量
課
��
７
９
７
・
０
５
３
０　

　

高
齢
者
福
祉
課
��
７
２
４
・
４
０
４
８

歳歳
以以
上上
のの
高高
齢齢
者者
のの
方方
にに

７７００指指
定定
収収
集集
ごご
みみ
袋袋
をを
無
料
配
布

無
料
配
布
しし
まま
すす

あいちゃん号（スロープ付車両等３台）

やまゆり号（リフト付車両等４台）

対
象
者

配
布
枚
数

配
布
方
法

配
布
期
間

　

７
月
１
日
か
ら
７
月　

日
３１

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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対象：単独で公共交通の利用が困難な障がい者、要介護高齢者等対象：単独で公共交通の利用が困難な障がい者、要介護高齢者等



２００７．　．　（　） ７ １２ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６０４２・７２４・５６５６

　

部
長
の
「
仕
事
目
標
」
と
は
、
昨
年

度
初
め
て
実
施
し
た
取
り
組
み
で
、
各

部
の
使
命
や
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
施
政
方
針
、
当
初
予

算
、
更
に
は
現
在
策
定
作
業
中
の
中
期

経
営
計
画
な
ど
、
市
の
政
策
や
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
要
望
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
部
長
自
ら
が
部
と
し
て

の
組
織
目
標
を
示
し
、
目
標
達
成
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
年
度
末
に
は
目
標
に
対
す
る

達
成
状
況
に
つ
い
て
の
評
価
も
行
い
ま

す
。

部長の仕事目標のつくり�
�上位�

計画�
施政�
方針�

市民�
要望�

事業�
計画�

各年度取組み目標�
各年度取組み目標�
各年度取組み目標�
各年度取組み目標�

部長の「仕事目標」�
�

使命・基本方針�
�

中・長期目標�

重点目標�

マネジメント目標�
（プロセス・手法）（人と組織）（資源）�

要請� 貢献�

要請� 貢献�

企画部長　　鈴木　正
目標・指標具体的内容取組項目

策定と推進

　４つの都市像と３つの行政経営改革
を着実に具体化するため、「重点政
策」「行政経営改革プラン」「財政見
通し」の３つから構成される中期経営
計画を策定し、推進します。

中期経営計画の策定
と推進

組織改正の実施

　４つの都市像の実現に向け、各部門
の役割と責任を明確にし、機動的に推
進できる体制を構築するとともに、経
営統括機能を強化するための体制を整
備します。

組織体制の見直し

企画部政策審議室長　　堀江　秀信
目標・指標具体的内容取組項目

・効率的・効果
的な運営
・適時・的確な
情報提供

・中期経営計画の策定・推進のため、
経営会議の効率的・効果的な運営を
図ります。
・トップの政策判断に資するため、重
要課題への取り組み状況など必要な
情報をトップに提供します。

トップマネジメント
支援

実施経営会議の議事概要をホームページに
掲載します。

政策決定過程の透明
性向上

市民部長　　浅野　正
目標・指標具体的内容取組項目

市民課と全ての
市民センターで
研修後、７月か
ら順次実施

　市民課「さわやか窓口」を推進する
とともに市民センター「さわやか・あ
いさつ窓口」を試行します。また、サ
イン計画をはじめ、市民サービス窓口
の対応方式を一部のセンターで改善し
ます。

さわやか窓口の推進
と市民サービスの改
善

一部を７月から
試行し、２００８年
４月から実施

　各市民センターの財務会計システム
及び住居表示事務や転入通知事務を一
本化するとともに各種申請書の簡略化
を実施します。また、市民課及び各市
民センター間の事務連携を進め、職員
の相互協力体制を検討し試行します。

共通事務の一本化と
合理化

市民部生活文化担当部長　　森　和秋
目標・指標具体的内容取組項目

・方針の作成
・講演会実施回
数３回

・町内会・自治会、ＮＰＯ等の市民団
体、企業等と市が協働して行政課題
を解決するときの基本的な方針を作
成します。

・地域センター等で身近な市民協働型
の「地域出前講演」等を実施しま
す。

地域活動・市民活動
の推進に関する基本
的方針の作成及び実
施

発行部数
各１０万部

　市民等が地域・市民活動・行政情報
を共有できるように、企業と協働で情
報誌（フリーマガジン）を７月・１１月
・３月に発行します。

地域や市民活動の情
報及び行政情報の発
信

健康福祉部長　　土屋　豊
目標・指標具体的内容取組項目

支援拠点１か所
　地域での市民の健康、福祉、介護予
防などの活動について、相談、交流で
きる拠点づくりを支えます。

地域福祉拠点づくり
支援

プログラムの作
成

　精神疾患等で問題を抱える生活保護
受給者の居宅での生活への支援のプロ
グラムを作ります。

居宅生活安定化支援
プログラムの策定

健康福祉部保健介護推進担当部長　　倉田　二朗
目標水準具体的内容取組項目

（１）２か所
（２）４ユニット

　前年度に続き、公募により以下の事
業の事業者を選定し基盤整備を進めま
す。
（１）認知症対応型通所介護
（２）認知症対応型共同生活介護

地域密着型サービス
の基盤整備

連携４回
　健康づくり推進事業を実施するにあ
たり、地域の市民団体、大学等と連携
し推進します。

市民団体、大学等と
連携した健康づくり
の活動推進

子ども生活部長　　寺内　惠一
目標・指標具体的内容取組項目

創設１園、分園
１園、建替えへ
の着手

　保育園の創設、分園の設置、定員の
弾力化を実施するとともに、園舎の老
朽化に伴う建替え等を行い、待機児童
の解消を図ります。また、２００８年度も
分園設置等、２００９年度待機児童ゼロの
実現に向け事業を実施していきます。

待機児童の解消

新設１か所、
建替え１か所

　１小学校区１学童保育クラブの設置
目標に基づき、新たに今年度１小学校
区に整備します。また、児童数増加に
よる学校施設整備に併せて建替えをし
ます。

学童保育クラブの整
備
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２
０
０
７
年
度　

部
長
の
「
仕
事
目
標標標標標標標標標標標標標標標
」」」」」」」」」」」」」」」

　

政
策
目
標
の
実
現
と
更
な
る
改
革
・
改
善
を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
の
部
長　

名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
目
標
と
そ
の
目
標
の

２６

実
現
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
取
り
ま
と
め
た
部
長
の
「
仕
事
目
標
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
部
長
の
「
仕
事
目
標
」
の
う
ち
、
今
年
度
の
代
表
的
な
取
り
組
み
項
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

部
長
の
「
仕
事
目
標
」
と
は

　

今
年
度
の
取
り
組
み
項
目
全
体
な
ど

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市
政
情
報
や
ま
び

こ
、
市
内
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
で
は

冊
子
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

　

昨
年
度
実
施
し
た
２
０
０
６
年
度
部

長
の
「
仕
事
目
標
」
で
取
り
組
ん
だ
項

目
や
成
果
に
つ
い
て
も
２
０
０
７
年
度

部
長
の
「
仕
事
目
標
」
の
取
り
組
み
と

合
わ
せ
市
政
情
報
や
ま
び
こ
、
市
内
各

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市

政
情
報
や
ま
び
こ
で
は
冊
子
の
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。

□問
 

企
画
部
行
政
管
理
課
��
７
２
４
・
２

１
０
８

２
０
０
６
年
度

部
長
の「
仕
事
目
標
」に
つ
い
て

企画部新庁舎担当部長　　森　静夫
目標・指標具体的内容取組項目

基本設計２００７年
１１月中旬完成
実施設計２００８年
１月着手

　「新庁舎建設基本構想・基本計画」
に基づき、さらには市民、議会、行政
の意見・提案を取り入れながら、基本
設計・実施設計を進めます（実施設計
は、２００８年度完成予定）。

新庁舎建設基本設計
・実施設計

ワークショップ
による検討２００７
年８月終了
検討結果反映
２００７年１１月

　市民参加によるワークショップを開
催し、新庁舎の基本設計段階における
意見反映、市民参加を実現します。

市民ワークショップ
の開催

総務部長　　渋谷　友克
目標・指標具体的内容取組項目

情報保護管理責
任者・取り扱い
責任者の研修の
実施

　情報管理方法の検討を行うととも
に、情報公開・情報提供に関する知識
を深めるため、職員研修を引き続き実
施します。

情報公開から情報提
供への転換

２００７年度取組分
の実施

　人材育成のため、研修体系の再構
築、任用制度の改善、人事考課制度導
入のための試行、心身の健康づくりな
どに取り組みます。

「町田市人材育成方
針」の取組項目実施

税務部長　　鬼頭　孝典
目標・指標具体的内容取組項目

市民理解度の向
上

　広報及び出前説明会等により、税制
度の周知を図ります。税情報の広報充実

市税徴収率
９５．５％

　負担の公平性、財源確保のため市税
徴収率を向上させます。市税徴収率の向上
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都市計画部区画整理担当部長　　荒井　昭治 
目標・指標具体的内容取組項目

２００８年３月末ま
でに換地計画の
認可を得る。

　全地権者に対して、換地の地番、地
積、清算金等を説明する換地計画の縦
覧を終了し、東京都より換地計画の認
可を得ます。

忠生土地区画整理事
業の早期完成

清算金の２００７年
度分徴収率
１００％ 

　換地地積の過不足を是正するため、
清算金の徴収交付業務を開始します。

鶴川駅北土地区画整
理事業の清算金徴収
交付業務の円滑な執
行

下水道部長　　清水　喜久雄
目標・指標具体的内容取組項目

人口普及率
８３．９％
（０．７％の向上）

　公共下水道の普及へ向け更なる汚水
幹線の延伸と枝線の設置工事を進めて
いきます。
　　整備延長＝２，９６５ｍ
　　整備面積＝５９ha

汚水幹線の延伸と面
的整備の推進

工事竣工

　浸水被害の抑制へ向け、雨水幹線と
水路の整備を進めていきます。
　　雨水幹線整備延長＝１，０３３ｍ
　　水路整備延長＝１２０ｍ
　　（小野路１号雨水幹線）

雨水幹線と水路の整
備

水道部長　　山下　久
目標・指標具体的内容取組項目

執行体制の再編
人員削減
▲１０人

　徴収系業務を東京都に返上し、委託
業者の指導監督を行い、円滑な事務移
行を図ります。また、設備系管理業務
の見直しを行います。

業務移行計画

市民病院事務長　　小野　芳�
目標・指標具体的内容取組項目

機能評価認定の
取得

　患者の視点を重視した、信頼される
医療提供を目指すため、第三者による
評価を目的に財団法人日本医療機能評
価機構の病院機能評価を受審し認定を
取得します。

病院機能評価の認定
取得

システムの構築

　電子カルテを含む診療情報システム
の一元化を図り、患者サービスの向上
ならびに診療業務の効率化に資するた
め、総合情報システムを構築します。

総合情報システム構
築

選挙管理委員会事務局長　　五十嵐　隆
目標・指標具体的内容取組項目

①選挙公報の全
戸配布
②若年層の投票
率
③資料収集とレ
イアウト作成

①投票率向上のため選挙公報を全戸に
配布します。

②若年層を含め選挙啓発を見直します。
③政治・選挙への関心を高めるためホ
ームページに投票方法の案内や過去
の選挙記録を掲載します。

選挙に関する情報提
供の促進

監査事務局長　　牧田　惠次
目標・指標具体的内容取組項目

拡大実施
　合規性・正確性を基本とする決算審査
と同時期に、並行して効率性・有効性等
の視点を入れた定期監査を実施します。

定期監査の拡大実施

農業委員会事務局長　　大貫　健次
目標・指標具体的内容取組項目

農家懇談会等を開
催し、制度説明等
支援を行う。

　農業体験農園の開園を考えている農
家に対して相談、支援を行います。

農業体験農園開園の
支援

都市計画部長　　畑　久男
目標・指標具体的内容取組項目

・地区計画は都
市計画変更と
条例改正を年
内に行う。
・地区街づくり
プラン案の実
現へ目処をつ
ける。

・地区計画を変更します。（相原・小
山、鶴川駅前）
・「地区計画」策定に向けた、地区街
づくり活動団体等に対し、地区の方
針を整理し、プラン案作成ができる
ように支援します。

地区街づくり推進方
策の確立

景観形成基本方
針策定から地区
区域別ごとの将
来の市街地像の
明確化

・景観計画検討方針懇談会・同策定庁内
連絡会・同市民検討会を設置します。
・地域の景観特性や課題等の把握をし、
小野路宿通り周辺地区の街並み整備計
画策定と板塀の設置推進や文学館通り
の街づくりを誘導支援します。

景観計画の方針策定
と街並みづくり

環境・産業部農業振興担当部長　　大貫　健次
目標・指標具体的内容取組項目

１０名増
（現在３名）

　環境にやさしい農業を実践するエコ
ファーマーを増やします。

安全・安心な農産物
の提供

取り組みの検討　環境にやさしい堆肥の提供を支援し
ます。

地域資源の有効活用
の推進

環境・産業部北部丘陵担当部長　　柴田　英司
目標・指標具体的内容取組項目

説明規模・手法
の再検討
説明会の実施

　昨年度は土地利用計画（案）への地
元合意形成のため、まちづくり協議会
等に対して説明会を行いました。今年
度はより多くの合意を形成するため、
説明会の規模や手法を再検討し実施し
ていきます。

土地利用の誘導

造成計画の立案
国・都の支援協
議

　昨年度、地域地権者と大筋での合意
形成が図れました。今年度は、実現に
向けて実効性の高い計画の策定と、国
及び都に対して、同計画への支援を要
請します。

農地造成計画案の作
成

清掃事業部長　　　石阪　至孝
目標・指標具体的内容取組項目

可燃ごみ中の資
源化できる紙の
混入率を８．１％
から７．３％に下
げる（１０％減）。

　燃やせるごみ、燃やせないごみに混
入している紙やビン・カンの有価物に
ついて、ごみ減量指導員等による啓発
・指導により分別の精度を上げていき
ます。

ごみと資源の分別徹
底

ごみ減量等審議
会に諮問して、
答申を受ける。

　ごみゼロ市民会議の検討結果を踏ま
え、ごみ減量の具体的な施策の検討を
進めます。

ごみ減量化施策の具
体化

清掃事業部施設計画担当部長　　鈴木　和夫
目標・指標具体的内容取組項目

適正廃止指針案
の検討

　前年に引き続き、現状の調査を行う
とともに、調査結果を基に適正閉鎖ま
でに、対応・配慮すべきことを取りま
とめます。

最終処分場適正閉鎖
に向けた調査・検討

本格稼働
　２００８年度の本格稼動に向け、早期に
完成を目指し、試験運転までを実施
し、本格稼動に向けた準備をします。

剪定枝資源化センタ
ーの開設準備

建設部長　　鷲北　秀樹
目標・指標具体的内容取組項目

①目標年次の着
実な推進
②前年度比
　＋１０％

①第三次事業化計画に着手します。
②適用枠拡大を含む財源を確保しま
す。

第三次事業化計画整
備路線を含む道路整
備の確実な推進

交渉難航停滞用
地の収用につい
て、土地収用法
等 を 活 用 し、
４０％取得をめざ
します。

　都市計画道路の用地取得業務につい
て事業執行期間の適正管理を行うた
め、収用制度活用により用地の取得を
図ります。

幹線道路（都市計画
道路）の整備促進

生涯学習部長　　荒木　純生
目標・指標具体的内容取組項目

・４事業
・共同利用の開
始

・大学との連携事業を拡大します。
　（２００６年度現在３事業）
・八王子図書館との共同利用を進めます。

連携事業の推進

・次年度発行の
準備
・パンフレット
作成

・文化財マップや市内彫刻案内パンフ
レットを作成します。

・市内の生涯学習情報を整理し市民に
提供します。

情報提供の充実

環境・産業部長　　梅橋　敏博
目標・指標具体的内容取組項目

提供体系の確立

　市民からの情報・意見をホームページ
を活用して、情報提供するとともに、環
境に関する情報、各種イベント案内や観
光情報など、関係部局・関係団体と連携
して、今まで以上にわかりやすい・知り
たい情報を提供するという観点から情報
提供の充実を図ります。

市民提供情報の充実

０７年度排出量を
０２年度の６８，０１７ 
t-co２から７．５％削
減

　温暖化防止に向け、市民・事業者に
対する率先実行の一環として、市の業
務における温室効果ガス排出量を削減
します。
　また、環境マネジメントシステムの
着実な定着を図ります。

地球温暖化の防止

学校教育部長　　安藤　源照
目標・指標具体的内容取組項目

小中一貫教育カ
リキュラム作
成、地域型小中
一貫指導推進校
４校、まちだＪＵ
ＫＵ計画策定

　町田市独自の小中一貫教育実施に向
けた準備を進めるほか、指導困難校対
策の充実を検討します。

新たな教育課題への
対応の充実

大学連携研修等
の実施 ･参加率
８０％、新転任研
修実施

教員研修を拡充させます。教員の授業力・指導
力向上
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国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
と　
４０

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
の
介
護
分
の
合

６５

計
が
月
割
り
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
医
療
分

は
医
療
費
に
充
て
ら
れ
、
介
護
分
は
、

介
護
納
付
金
と
し
て
国
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
町
田
市
は
、
地
方
税
法
の
定

め
に
よ
り
賦
課
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
に
つ

い
て
】

　

今
回
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
末
日

ま
で
の
手
続
き
内
容
及
び
５
月
末
日
ま

で
に
国
保
年
金
課
で
把
握
し
た
前
年
所

得
を
も
と
に
算
定
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
手
続
き
日
が
６
月
以
降
の
加
入
・

脱
退
や
国
保
年
金
課
で
６
月
以
降
に
把

握
し
た
所
得
内
容
は
反
映
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
納
税
通
知

書
は
、
８
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
】

　

保
険
税
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

「
町
田
市
税
口
座
振
替
申
込
書
」
は

市
内
の
金
融
機
関
及
び
郵
便
局
に
あ
り

ま
す
。
被
保
険
者
証
ま
た
は
納
税
通
知

書
・
通
帳
・
通
帳
印
を
お
持
ち
に
な
り

金
融
機
関
等
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
後
、
手
続
き
が
完
了
す
る
ま

で
に
１
〜
２
か
月
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

後
日
、
口
座
か
ら
の
引
落
し
開
始
期

を
お
手
紙
で
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
の
間
は
、
納
税
通
知
書
に
よ
り

金
融
機
関
等
の
窓
口
で
お
支
払
い
下
さ

い
。

【
税
制
改
正
に
よ
る
保
険
税
へ
の
影

響
】

　

平
成　

年
度
の
地
方
税
制
改
正
に
よ

１８

り
、　

歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等
の

６５

収
入
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
公
的
年
金

等
控
除
額
が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税

の
急
激
な
負
担
の
増
加
に
配
慮
す
る
た

め
公
的
年
金
等
控
除
額
の
見
直
し
の
影

響
を
受
け
る
被
保
険
者
（
昭
和　

年
１

１５

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）
の
所
得
割

額
の
算
定
お
よ
び
均
等
割
額
・
平
等
割

額
の
軽
減
判
定
を
す
る
際
、
公
的
年
金

等
所
得
か
ら
特
別
控
除
（　

年
度
７
万

１９

円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
に
必
要
な
財
源
を
、　

歳
以
上
の
方

６５

（
第
一
号
被
保
険
者
）
が
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
料
の
ほ
か
、　

歳
〜　

歳
ま

４０

６４

で
の
方
（
第
二
号
被
保
険
者
）
が
医
療

保
険
で
負
担
す
る
支
払
い
基
金
か
ら
の

交
付
金
、
国
・
都
・
市
か
ら
の
公
費

（
税
金
）
で
賄
っ
て
い
ま
す
（
＝
表

１
）
。

　

皆
さ
ん
の
お
支
払
い
に
な
る
保
険
料

が
、
皆
さ
ん
の
介
護
を
支
え
て
い
ま

す
。
保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
今
年
度
の
市
民
税
課
税

状
況
等
に
応
じ
て
、
基
準
額
を
も
と
に

７
段
階
に
設
定
し
て
い
ま
す
（
＝
表

２
）
。

　
　

歳
以
上
で
、
老
齢
・
退
職
・
遺
族

６５
・
障
害
年
金
を
年
額　

万
円
以
上
受
給

１８

し
て
い
る
方
は
、
年
金
保
険
者
か
ら
の

通
知
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
年
金

か
ら
差
し
引
か
れ
て
納
付
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
に
際
し
て
の
特
別
な
手
続
き
は

不
要
で
す
が
、
今
回
の
通
知
に
今
年
度

の
介
護
保
険
料
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
天
引
き
額
と
併
せ
て
ご
確
認
下

さ
い
。

仮
徴
収
と
本
徴
収

　

今
年
度
の
前
半
（
４
・
６
・
８
月
）

は
仮
徴
収
と
し
て
２
月
と
同
額
ま
た
は

昨
年
度
の
賦
課
状
況
を
も
と
に
暫
定
的

に
天
引
き
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
決
定
し
た
年
間
保
険
料
額
か
ら

仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
を

本
徴
収
と
し
て
後
半
（　

月
・　

月
・

１０

１２

翌
年
２
月
）
の
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま

す
。

　

な
お
、
仮
徴
収
額
に
比
べ
て
後
半
の

保
険
料
が
増
減
す
る
場
合
は
、
８
月
の

仮
徴
収
額
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
町
田
市
の
介
護
保
険
の
被
保
険

者
と
な
っ
た
方

　
　

歳
に
な
っ
た
方
、
新
た
に
転
入
さ

６５
れ
た
方
は
、
特
別
徴
収
の
要
件
に
該
当

し
て
い
て
も
、
す
ぐ
に
は
年
金
か
ら
の

天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
せ
ん
。
開
始
す

る
時
点
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
そ
の
間
は
納
付
書
に
よ
る
納
付
と

な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
方
は
、
納
付

書
に
よ
り
各
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の

銀
行
・
郵
便
局
ま
た
は
市
役
所
・
各
市

民
セ
ン
タ
ー
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

口
座
振
替
用
の
通
知
書
が
届
い
た
方

は
、
登
録
さ
れ
た
口
座
か
ら
各
納
期
限

に
介
護
保
険
料
を
引
き
落
と
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
理
由
で
介
護
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
ご
相

談
下
さ
い
。

�
災
害
に
よ
り
住
宅
等
に
著
し
い
損
害

を
受
け
た
場
合

�
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る

者
が
失
業
な
ど
に
よ
り
、
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
場
合

�
生
活
が
著
し
く
困
窮
し
て
い
る
場
合

等
（
介
護
保
険
料
段
階
が
第
１
〜
３
段

階
で
、
収
入
が
生
活
保
護
基
準
以
下
な

ど
、
各
種
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
）

　

介
護
保
険
料
は
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
の
保
険
料
（
税
）
と
し
て
徴
収
さ

れ
ま
す
。
保
険
料
額
や
計
算
方
法
は
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合
等
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
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□問 高齢者福祉課
��７２１・３１１０ 

別表１　　平成１９年度税率等
介護分税率等医療分税率等課税の対象

１．０５％５．００％平成１８年中の総所得金額等から基礎控除３３万円を差
し引いた金額①所得割額

７，５００円２万３，４００円加入者１人当たり（年間）②均等割額
３，０００円１万２，０００円一世帯当たり（年間）③平等割額
８万円５３万円課税限度額（①～③の合計額が右の額を超えた時）

※所得割額の計算は国民健康保険に加入している人の前年（１月～１２月）中の所得を確認して課税計算します。

別表１－２　保険税の計算例
加入世帯の状況
加入人数＝夫、妻、子の３人（夫は介護保険第２号被保険者に該当）
総所得金額等＝２４９万円（夫の給与所得１８７万円、妻のアルバイト所得６２万円、子は無所得）

医療分の課税対象額
　（総所得金額等）　　（基礎控除）　　　　
　　夫（１８７万円）　－　（３３万円）　＝　１５４万円
　　妻　（６２万円）　－　（３３万円）　＝　　２９万円　　計１８３万円
介護分の課税対象額
　（介護該当者の総所得金額等）　　　（基礎控除）
　　　　　夫（１８７万円）　　　－　　（３３万円）　 ＝ 　１５４万円　

①所得割額

介護分（Ｂ）医療分（Ａ）
１５４万円×１．０５％＝１万６，１７０円１８３万円×５％＝９万１，５００円
７，５００円×１人＝７，５００円２万３，４００円×３人＝７万２００円②均等割額
一世帯につき＝３，０００円一世帯につき＝１万２，０００円③平等割額

２万６，６００円（Ｂ）１７万３，７００円（Ａ）
小計（①～③の合
計金額）１００円未満
切捨て

国民健康保険税額　　医療分（Ａ）　＋　介護分（Ｂ）　＝２０万３００円

別表２　一定所得以下の世帯の保険税　（均等割額と平等割額の軽減割合）
軽減割合区　　　　分
６割３３万円以下の世帯

世帯主と他の加入者の平成１８年
中の総所得等の合計額 ４割３３万円＋（２４万５，０００円×世帯主以外の加入者人数）

以下の世帯

別表２－２　均等割額と平等割額が６割の軽減となる保険税の計算例
加入世帯の状況
加入者人数＝１人（一人世帯で、介護保険第２号被保険者に該当）
総所得金額等＝０円

介護分　（Ｂ）医療分　（Ａ）
①所得割額

０円０円
７，５００円×１人＝７，５００円
６割軽減後→３，０００円

２万３，４００円×１人＝２万３，４００円
６割軽減後→９，３６０円②均等割額

一世帯につき＝３，０００円
６割軽減後→１，２００円

一世帯につき＝１万２，０００円
６割軽減後→４，８００円③平等割額

４，２００円　（Ｂ）１万４，１００円　（Ａ）
小計（①～③の合
計金額）１００円未
満切捨て

国民健康保険税額　　医療分　（Ａ）　＋　介護分　（Ｂ）　＝１万８，３００円
※平成１８年中の所得が３３万円を超える人と前年の所得を申告していない人は減額の対象にはなりません。

（表２）　平成１８～２０年度　介護保険料
　年額保険料は、月額基準額４，７００円に保険料率を乗じ、１２か月分にしたものです（１００円
未満の端数切捨て）。
　平成１７年度の税制改正で、老年者の非課税措置が廃止されたこと等により、介護保険料
の段階が第４・５段階に上昇する方で、要件に該当する方は、平成１８・１９年度の介護保険
料が軽減されます（激変緩和措置）。

保険料率
要　　　件段　階

年額保険料
基準額×０．４５生活保護受給者、または老齢福祉年金受給者で世帯全員が

市民税非課税第１段階
２５，３００円
基準額×０．５０同一世帯で、本人を含む世帯全員が市民税非課税で、前年

中の課税対象となる公的年金収入額と前年の合計所得金額
の合計が８０万円以下の場合

第２段階
２８，２００円
基準額×０．７０同一世帯で、本人を含む世帯全員が市民税非課税で、第１

・２段階以外の場合第３段階
３９，４００円
基準額×１．００

本人が市民税非課税で、第１～３段階以外の方第４段階
５６，４００円
基準額×１．２５

前年の合計所得金額が２００万円未満第５段階
７０，５００円
基準額×１．５０

前年の合計所得金額が２００万円以上５００万円未満第６段階
８４，６００円
基準額×２．００

前年の合計所得金額が５００万円以上第７段階
１１２，８００円

国�
２０．８２％�

１５．８２％�

２５．００％�

４０．５０％� ２０．２５％� ２０．２５％�

１７．５０％�

保険給付�
（居宅）�

（表１）　介護保険の財源�

保険給付�
（施設）�

介護予防�
事業�

包括的支援・�
任意事業�

都�
１２．５０％�

１２．５０％�

１２．５０％�１２．５０％�

市�
１２．５０％�

第２号被保険者�
３１．００％�

３１．００％�

１９．００％�

１９．００％�

２３．１８％�

３１．００％�

第１号被保険者�
２３．１８％�

お
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

資
格
と
課
税
に
つ
い
て
＝
国
保
加
入

係
��
７
２
４
・
２
１
２
４

納
税
に
つ
い
て
＝
納
付
係
��
７
２
４

・
２
１
２
５

医
療
の
給
付
に
つ
い
て
＝
国
保
給
付

係
��
７
２
４
・
２
１
３
０

　

７
月
２
日
に　

歳
以
上
の
方
（
第

６５

一
号
被
保
険
者
）
へ
平
成　

年
度
介

１９

護
保
険
料
の
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。介

護
保
険
料
の
納
め
方

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

歳
以
上
の
方

６５（
第
一
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
額

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方

４０

６４

（
第
二
号
被
保
険
者
）
の

保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
の
減
免

�
�
�
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国国民民健健康康保保険険税税
納税通知書を発送します納税通知書を発送します

　

７
月
４
日
に
平
成　

年
度
の
国
民

１９

健
康
保
険
の
納
税
通
知
書
を
世
帯
主

の
方
へ
お
送
り
し
ま
す
。



２００７．　．　 （　）７ １ ５市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６０４２・７２４・５６５６

○
内
容
・
講
師　

午
前
＝
「
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
（
保
健
師
）
」
、
「
運
動
の
話

と
実
技
（
健
康
運
動
指
導
士
）
」
、
午

後
＝
「
骨
粗
し
ょ
う
症
の
病
態
と
治
療

（
整
形
外
科
医
師
）
」
「
予
防
食
に
つ

い
て
（
栄
養
士
）
」

※
午
前
の
運
動
は
内
科
的
ま
た
は
整
形

外
科
的
症
状
の
あ
る
方
は
き
つ
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
症
状
の
あ
る
方
は
、
午

後
の
み
の
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

４５

○
申
し
込
み　

７
月
１
日
正
午
〜　

日
１０

に
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

８月の検診のご案内

※上記検診はいずれも町田市民で、職場等で検診の機会のな
い方が対象です。

※肺がん・胃がん検診は年度内（２００７年４月～２００８年３月）
に１回受診できます。

※希望日で割り振りしたうえで定員を超えた場合は、検診日
ごとに抽選を行います。抽選にもれた方には、個別に通知
します。

※集団検診のため、希望時間の指定ができないことをご理解
下さい。

なお８月は男性が先に検診します。
【非負担について】※次の方は無料になります。
●○老 老人保健法医療受給者証をお持ちの方
●高齢受給者証をお持ちの方
●平成１８年度の市民税非課税世帯の方
●生活保護受給世帯の方
※受診者に郵送される申込書により、検診当日に「負担・非
負担」の届出をして下さい。

□問 健康課��７２５・５１７８
受診
案内申し込み受診できない方費用定員内　容会　場期日対象検診名

８
月
上
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

ハガキ（検診ごとに１
人１枚、封書も可）に
「肺がん検診申込」ま
たは「胃がん検診申
込」と書き、住所・氏
名（ふりがな）・生年
月日・電話番号、胃が
ん検診は希望会場・希
望日（第３希望まで）
を明記して、７月７日
まで（消印有効）に
健 康 課（〒１９４－
００１３、原町田５－８－
２１、健 康 福 祉 会 館
内、��７２５・５１７８）へ

【共通】　①既に何らかの
自覚症状がある方（病院で
受診して下さい）②妊娠中
または妊娠の疑いがある方 
【肺がん検診】　①肺に関
する疾患で経過観察中、治
療中、手術後の方
【胃がん検診】　①胃に関
する疾患で経過観察中、治
療中、手術後の方②過去１
年以内に心臓の発作や脳梗
塞等の脳疾患を発症したこ
とのある方③現在治療中の
急性期の疾患をお持ちの方
④まひなどがあり検診台の
上で自力で回転できない方

１，２００円１００人

問診、レン
トゲン直接
撮影、かく
たん検査

健康福祉
会 館

２４日
（金）

４０歳
以上

肺
が
ん

８００円各日
５０人

問診、レン
トゲン間接
撮影（バリ
ウムを飲み
ます）

健康福祉
会 館

１７日
（金）

３５歳
以上

胃
が
ん

２０日
（月）
２２日
（水）

木曽山崎
センター

２１日
（火）

鶴川市民
センター

２３日
（木）

　

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
予
防
の
た
め
、

日
常
生
活
を
チ
ョ
ッ
ト
だ
け
振
り
か
え

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
前　

時

１２

１０

〜
午
後
３
時　

分
（
午
前
９
時　

分
か

３０

４５

ら
受
付
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

　

歳
か
ら
の

４０

こ
つ
こ
つ
教
室

（
��
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

※
落
選
者
の
み
前
日
ま
で
に
健
康
課
か

ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
１
７
８

○
対
象　

平
成　

年
８
月
〜
平
成　

年

１７

１８

１
月
生
ま
れ
の
子
と
保
護
者

○
日
時　

８
月
３
日
（
金
）
午
前
９
時

　

分
〜
正
午

５０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

幼
児
期
の
栄
養
と
発
達
に
つ

い
て
の
話
、
試
食
、
グ
ル
ー
プ
相
談

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

２５

※
一
度
参
加
さ
れ
た
方
や
、
き
ょ
う
だ

い
を
お
連
れ
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

○
申
し
込
み　

７
月
１
日
正
午
か
ら
電

話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７

２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
２
２

幼
児
食
講
習
会

【
整
形
外
科
に
つ
い
て
の
相
談
】

　

整
形
外
科
疾
患
（
首
・
肩
・
腰
な

ど
）
に
お
困
り
の
症
状
が
あ
る
方
を
対

象
に
、
町
田
市
医
師
会
の
整
形
外
科
医

師
が
個
別
に
応
じ
ま
す
。
希
望
者
に
は

健
康
課
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
相
談

と
、
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
指

導
も
行
い
ま
す
。

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
後
１
時

２６

　

分
〜
３
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
（
��
７

２
５
・
５
１
７
８
）
へ
。

市
民
健
康
相
談

【
膝
教
室
〜
お
膝
の
痛
い
方
、
お
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
後
２
時

２０

〜
４
時

○
会
場　

サ
ン
・
エ
ー
ル
さ
が
み
は
ら

内
ホ
ー
ル
（
相
模
原
市
西
橋
本
５－

４

－

　

）
２０

北
里
大
学
病
院

公

開

講

座

○
講
師　

北
里
大
学
医
学
部
整
形
外
科

准
教
授
・
占
部
憲
氏
ほ
か

○
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
詳
細
は
北
里
大
学
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
��
７
７
８
・
９

８
７
２
）
へ
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
７
１

【
視
能
訓
練
士
】

○
資
格　

視
能
訓
練
士
資
格

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

※
勤
務
日
・
時
間
は
応
相
談
。

○
選
考
方
法　

書
類
・
面
接

○
応
募　

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書

を
郵
送
で
７
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１３

効
）
に
町
田
市
民
病
院
管
理
課
（
〒　
１９４

－

０
０
２
３
、
旭
町
２－

　

－

　

、
��

１５

４１

７
２
２
・
２
２
３
０
、
内
線
４
２
８
）

へ
。

町
田
市
民
病
院

臨

時

職

員

　

資
料
貸
出
・
返
却
、
書
庫
整
理
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
に
よ
る
資
料
検
索
等

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

方
①
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

１９

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
②
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
が
堪
能
な
方
③
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
（
２
０
０
７

年
７
月　

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

３１

も
可
）

○
採
用
期
間　

８
月
１
日
〜
２
０
０
８

年
３
月　

日
（
契
約
更
新
あ
り
）

３１

○
勤
務
日
時　

月　

日
（
中
央
図
書

１６

館
）
ま
た
は
月　

日
〜　

日
（
地
域
図

１３

１６

書
館
）
で
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

町
田
市
立
図
書
館

嘱

託

員

　

分
、
週
に
１
回
程
度
夜
間
勤
務
…
午

１５前　

時　

分
〜
午
後
８
時　

分
（
中
央

１１

３０

１５

図
書
館
）
、
午
前
９
時　

分
〜
午
後
６

３０

時　

分
（
地
域
図
書
館
）
、
土
・
日
曜

１５
日
、
祝
日
勤
務
あ
り
（
隔
週
、
中
央
・

地
域
図
書
館
）

○
勤
務
場
所　

中
央
図
書
館
ま
た
は
地

域
図
書
館

○
人
員　

各
若
干
名

○
選
考
方
法　

書
類
・
作
文
・
面
接
・

適
性
試
験

○
応
募
期
限　

７
月　

日
午
後
５
時
ま

１３

で※
応
募
方
法
等
、
詳
細
は
応
募
要
項
・

応
募
用
紙
（
７
月
１
日
か
ら
各
図
書
館

で
配
布
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

□問
 

中
央
図
書
館
��
７
２
８
・
８
２
２
０

　

小
学
生
の
夏
休
み
期
間
中
、
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
で
一
日
を
過
ご
す
子
ど
も
達

と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
、
子
ど

も
好
き
な
学
生
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

○
申
し
込
み　

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中
央
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
��
７
２
５
・

５
２
３
１
）
、
鶴
川
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

（
��
７
３
４
・
０
４
２
９
）
、
本
町
田

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
��
７
２
２
・
０
８

１
５
）
、
森
野
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
��

７
２
６
・
２
４
４
８
）

□問
 

児
童
青
少
年
課
��
７
２
４
・
２
１
８

２ 学
童
保
育
ク
ラ
ブ

夏

休

み

学

生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

町
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会

定

例

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
議
前

日
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課
（
��
７
２
４

・
２
８
７
６
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時

１１

１０

〜
正
午

○
会
場　

本
庁
舎
特
別
会
議
室

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」
（
��
７
２
４

・
８
４
０
７
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月
９
日
（
月
）
午
前　

時
１０

〜
正
午

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

運

営

審

議

会

町
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

２
０
０
７
年
度
第
１
回
町
田
市
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス

運

営

委

員

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

高
齢
者
福
祉
課
給
付
係
（
��
７
２
１
・

０
９
１
２
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
後
６
時

１７

　

分
〜
８
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
分
館
２
階
第

２
会
議
室

○
定
員　

３
人
（
申
し
込
み
順
）

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

企
画
調
整
課
新
庁
舎
担
当
（
��
７
０
９

・
０
５
９
３
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
５
時　

分
３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計

地
域
福
祉
拠
点
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

候
補
者
公
開
提
案
会

　

市
で
は
、
「
町
田
市
地
域
福
祉
計

画
」
の
基
本
理
念
「
互
い
に
さ
さ
え
あ

い
、
自
分
ら
し
く
、
く
ら
し
続
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
」
を

実
現
、
推
進
す
る
た
め
、
地
域
で
の
相

談
・
交
流
・
相
互
理
解
が
深
め
ら
れ
る

場
の
設
置
・
運
営
す
る
団
体
等
を
公
募

し
ま
し
た
。
今
回
応
募
者
に
よ
る
公
開

提
案
会
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
方
は
直
接
会
場
に
お
い
で
下
さ

い
。

○
日
時　

７
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

□問
 

福
祉
総
務
課
��
７
２
４
・
２
１
３
３

ハ

チ

や

巣

を

見

つ

け

た

ら

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
は
だ
い
ぶ
大
き
く
な
り
、
ハ
チ
の

数
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
初
期
の
段

階
で
あ
れ
ば
比

較
的
、
巣
の
除

去
を
し
や
す
い

の
で
す
が
、
大

き
く
な
っ
て
か

ら
で
は
自
分
で

駆
除
を
行
う
事

は
危
険
で
す
。
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て

下
さ
い
。

　

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
、
攻
撃
性
が
そ
れ

ほ
ど
強
く
な
く
、
樹
木
や
庭
木
の
害
虫

を
取
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
生
活
上
、
巣

の
近
く
に
寄
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合

（
物
干
し
台
の
近
く
に
巣
が
あ
る
等
）

は
駆
除
し
た
ほ
う
が
安
全
で
す
。

　

も
し
、
大
き
な
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け

た
場
合
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

１　

近
寄
ら
な
い
。
（
特
に
ス
ズ
メ
バ

チ
は
、
巣
を
守
る
本
能
が
強
い
）

２　

い
た
ず
ら
し
な
い
。
（
石
を
投
げ

た
り
棒
等
で
つ
つ
か
な
い
）

３　

手
で
払
わ
な
い
。
（
ハ
チ
は
攻
撃

さ
れ
た
と
思
い
、
刺
し
ま
す
）

４　

大
声
を
出
し
た
り
走
り
ま
わ
っ
て

ハ
チ
を
刺
激
し
な
い
。

５　

ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
る
。

６　

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
時
は
駆

除
す
る
。

　

市
で
は
、
駆
除
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
自
主
駆
除
を

行
う
方
に
、
簡
易
な
防
護
服
や
殺
虫
剤

を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
駆
除
が
で
き
な
い
場
合
は
、

専
門
業
者
に
依
頼
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

環
境
保
全
課
��
７
２
４
・
２
７
１
１

 自然休暇村（長野県川上村）�
１月分の利用受付�

70120・55・2838
申 込 先�

（現地にフリーダイヤルでつながります）�

7月1日から受付開始�

　

長
野
県
川
上
村
に
あ
る
自
然
休
暇
村

で
は
、　

月
か
ら
冬
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

１２

ズ
ン
に
は
い
り
ま
す
。
施
設
内
で
雪
遊

び
や
そ
り
滑
り
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

近
隣
の
ス
キ
ー
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
場

と
し
て
も
ご
利
用
下
さ
い
。

　

今
回
受
け
付
け
開
始
と
な
る
の
は
、

１
月
４
日
か
ら
の
ご
利
用
で
す
。

※
１
月
８
日
〜
９
日
は
休
館
で
す
。

　

ま
た
、
１
月　

日
〜　

日
、　

日
〜

１５

１７

２１

　

日
、　

日
〜　

日
は
冬
期
小
中
学
校

２４

２８

３１

自
然
教
室
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
１
月
１
日
〜
３
日
の
年
始
期
間
の
お

申
し
込
み
方
法
は
今
後
の
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、　

月
分
ま
で
の
予
約
は
随
時

１２

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
夏
期
利
用
日
も

若
干
の
空
室
あ
り
）
。
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
と
そ
の
随
伴
者
ま
た

は
家
族

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食
２
０

０
０
円
で
食
事
が
で
き
ま
す
（
要
予

約
）
。
季
節
に
よ
り
、
き
の
こ
料
理
な

ど
１
品
料
理
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み　

７
月
１
日
午
前
８
時　
３０

分
か
ら
、
自
然
休
暇
村
申
込
専
用
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
１
２
０
・　

・
２
８

５５

３
８
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

○
内
容　

青
少
年
及
び
青
少
年
を
取
り

巻
く
環
境
の
現
状
や
問
題
点
に
つ
い
て

の
情
報
交
換

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０



２００７．　．　（　） ７ １６ 市の業務のお問い合わせは、町町田田市市ココーールルセセンンタターー��００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

７
月　

日
（
日
）
は
参
議
院
議
員
選
挙
で
す
。
投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
で
す

２９
意
見
広
告
等
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
掲
載
冊
子
配
布
期
間　

２
０
０
８
年

１
月
か
ら
約
一
年
間

○
掲
載
箇
所　

巻
末
広
告
の
ペ
ー
ジ

○
掲
載
料　

一
枠
（
タ
テ　

・
９
㎝
×

１２

ヨ
コ　

・
８
㎝
）
あ
た
り
８
万
円

１７

○
募
集
枠
数　

６
枠
（
最
大
２
枠
ま
で

申
し
込
め
ま
す
）

※
ご
希
望
の
方
に
は
、
募
集
案
内
等
を

お
送
り
し
ま
す
。
広
報
広
聴
課
（
��
７

２
４
・
２
１
０
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

市
で
、
転
入
者
や
希
望
者
に
配
布
し

て
い
る
市
政
・
生
活
情
報
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
わ
た
し
の
便
利
帳
（
Ａ
４
判
）
」

に
、
広
告
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。

　

市
民
生
活
に
関
連
深
い
お
店
や
会
社

等
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
７
月
２
日
（
月
）
〜　

日
１７

（
火
）
】

○
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
近
隣
市
に

事
業
所
を
有
す
る
事
業
主

※
公
序
良
俗
に
反
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の
、
政
治
・
宗
教
に
関
す
る
も
の
、

　

今
回
受
付
開
始
と
な
る
利
用
日
は
、

１
月
５
日
〜　

日
で
す
。

３１

※
火
曜
日
及
び
１
月　

日
は
休
館
で

１６

大地沢青少年センター�
１月分の利用�

７８２・３８００�

◎予約は全て電話受付です。�

1

7月7日から受付開始�

す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
個
人

　

な
お
、　

月
分
ま
で
の
ご
予
約
は
随

１２

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み　

７
月
７
日
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
１
時
に
、
大
地
沢
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
��
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ

お
電
話
い
た
だ
い
た
方
を
同
着
と
み
な

し
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
、
電

話
連
絡
し
ま
す
。
午
後
１
時
以
降
は
電

話
先
着
順
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
形
質
の
変
更
と
は
、
「
切

土
、
盛
土
を
行
う
造
成
工
事
〔
形
状
〕

ま
た
は
宅
地
以
外
の
土
地
を
宅
地
と
す

る
行
為
〔
性
質
〕
を
言
う
」
と
定
義
付

け
ら
れ
、
造
成
を
伴
わ
ず
に
農
地
等
を

宅
地
化
す
る
場
合
は
、
対
象
外
と
し
て

運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
０
７
年

　

月
１
日
か
ら
町
田
市
で
は
、
国
交
省

１０の
運
用
指
針
に
基
づ
き
〔
性
質
〕
の
変

更
を
開
発
行
為
の
対
象
と
し
ま
す
。
今

後
は
、
土
地
登
記
簿
上
の
地
目
が
宅
地

以
外
の
場
合
は
、
開
発
行
為
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

□問
 

開
発
指
導
課
��
７
０
９
・
０
５
６
９

開
発
行
為
の
対
象
を

変

更

し

ま

す

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に

は
、
全
額
免
除
・
４
分
の
１
納
付
・
半

額
納
付
・
４
分
の
３
納
付
の
４
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
免
除
制
度
は
、
本
人
、
配

偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
で
審

査
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、　

代
の
方
に
は
、
本
人
と
配

２０

偶
者
の
前
年
の
所
得
の
み
で
審
査
さ
れ

る
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま

す
。

　

申
請
の
際
は
認
印
と
年
金
手
帳
を
お

持
ち
下
さ
い
（
平
成　

年
１
月
２
日
以

１９

降
に
町
田
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
所
得

が
確
認
で
き
る
書
類
、
離
職
さ
れ
た
方

は
離
職
票
な
ど
退
職
日
の
確
認
で
き
る

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）
。

　

免
除
も
し
く
は
納
付
猶
予
を
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算

に
あ
た
っ
て
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
に
比
べ
て

○
全
額
免
除　

３
分
の
１

○
４
分
の
１
納
付　

２
分
の
１

○
半
額
納
付　

３
分
の
２

○
４
分
の
３
納
付　

６
分
の
５

相
当
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
若
年
者

納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
の
計

算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
免
除
さ
れ
た
保
険
料
に
つ
い

て
は
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
納
付
（
追

１０

納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
一
部
納
付
制
度
に
つ
い
て
は
、
納
付

す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
な
い
場

合
、
未
納
期
間
扱
い
と
な
り
受
給
資
格

期
間
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ず
、
追
納

も
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

□問
 

国
保
年
金
課
��
７
２
４
・
２
１
２
７

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

貸
し
出
し
を
始
め
ま
す

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
突
然
の
心
停
止
（
細

動
）
の
際
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
使
用

す
る
こ
と
で
救
命
の
確
率
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
医
療
機
器
で
す
。
こ
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
貸
出
事
務
を
７
月
２
日
（
月
）

か
ら
実
施
し
ま
す
。

○
対
象　

市
民
が
参
加
す
る
催
し
を
行

う
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

○
貸
出
期
間　

最
長
６
泊
７
日

○
貸
出
条
件　

催
し
期
間
中
、
一
定
の

有
資
格
者
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
含
む
普

通
救
命
講
習
会
等
の
修
了
者
、
医
師
、

看
護
師
、
保
健
師
、
救
急
救
命
士
の
い

ず
れ
か
）
を
配
置
し
て
い
る
こ
と

○
申
し
込
み　

貸
出
希
望
期
間
の
２
か

月
前
か
ら
７
日
前
ま
で
に
、
健
康
課
に

書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
ま
た
電
話

で
の
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込

み
に
あ
た
っ
て
は
有
資
格
者
の
資
格
証

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
施
設
で
の

催
し
の
場
合
に
は
お
貸
し
で
き
ま
せ

ん
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
７
１

予
約
シ
ス
テ
ム
（
集
会
・
学
習
施
設
ネ

ッ
ト
ま
ち
だ
）

登

録

更

新

の

お

知

ら

せ

　

集
会
・
学
習
施
設
ネ
ッ
ト
ま
ち
だ
を

継
続
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

利
用
者
登
録
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
た

団
体
は
登
録
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

○
対
象　

２
０
０
４
年
度
中
に
登
録
さ

れ
た
方
（
利
用
者
番
号
が
７
０
０
０
４

７
４
５
〜
７
０
０
０
５
２
８
３
ま
で
の

団
体
）

※
該
当
す
る
団
体
の
代
表
者
に
は
、
登

録
更
新
用
紙
の
他
書
類
を
送
付
し
ま
し

た
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
８
月　

日
ま

３１

で
に
更
新
手
続
き
を
登
録
施
設
で
行
っ

て
下
さ
い
。

※
更
新
手
続
き
は
、
施
設
の
開
館
中
い

つ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

期
間
中
に
更
新
手
続
き
を
行
わ
な
い

と
集
会
・
学
習
施
設
ネ
ッ
ト
ま
ち
だ
が

一
時
的
に
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
団
体
の
代
表
者
や
連
絡
者
・
活

動
内
容
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
更

新
期
間
に
関
わ
ら
ず
登
録
施
設
で
変
更

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

※
詳
細
は
各
施
設
、
ま
た
は
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５
６
５

６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

市
民
活
動
振
興
課
��
７
２
３
・
２
８

９
２
、
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
��
７
２
８

・
０
０
７
１

野
津
田
町
、
小
野
路
町
、
成
瀬
の
一
部

で

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

　

７
月　

日
（
木
）
か
ら
、
野
津
田

１２

町
、
小
野
路
町
、
成
瀬
の
一
部
で
公
共

下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日
時　

７
月
３
日
（
火
）
〜　
１２

日
（
木
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
切
り
替
え
工
事
に
対
す
る

費
用
の
一
部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
公
共
下
水
道
へ

の
切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工

事
店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を

申
し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
��
７
２
０
・
１
８

３
３

【
「
（
仮
称
）
景
観
市
民
調
査
会
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
】

　

町
田
市
は
、
多
摩
丘
陵
の
豊
か
な
自

然
の
中
に
、
広
域
商
業
拠
点
を
有
す
る

首
都
圏
近
郊
の
住
宅
都
市
と
し
て
発
展

を
と
げ
て
き
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
環

境
と
四
季
の
変
化
に
富
む
景
観
に
恵
ま

れ
て
い
る
一
方
、
周
辺
と
の
調
和
を
欠

い
た
建
物
等
の
雑
然
と
し
た
景
観
も
見

ら
れ
ま
す
。

　

市
の
景
観
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
昨
年
度
「
町
田
市
景
観
ま
ち
づ
く

り
講
座
」
を
実
施
し
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
東
京
都
の
景
観
施
策

と
連
携
し
な
が
ら
、
国
で
定
め
た
景
観

法
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
景
観
づ
く

り
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
「
（
仮
称
）

景
観
市
民
調
査
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
歩
き
な
ど
を
通
し
て
、
町
田
の
景

観
の
特
徴
や
問
題
点
な
ど
を
把
握
し
、

課
題
を
と
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

　

歳
以
上
の
方

１８○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

※
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

○
活
動
内
容　

（
仮
称
）
景
観
市
民
調

査
会
は
、
全
体
で
の
打
合
せ
後
、
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
身
近
な

地
域
の
景
観
づ
く
り
を
ま
ち
歩
き
を
通

し
て
特
徴
や
問
題
点
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
市
に
報
告
を
行
う
予
定
で
す

○
定
員　
　

人
程
度
（
申
し
込
み
順
）

５０

①
新
規
募
集
枠　
　

人
程
度

２０

②
昨
年
度
景
観
講
座
枠　
　

人
程
度

３０

（
町
田
市
景
観
街
づ
く
り
講
座
出
席

者
）

※
謝
礼
等
あ
り
。

○
申
し
込
み　

①
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
昨
年
度
景
観
講
座
参
加
の
有
無
を
明

記
し
、
都
市
計
画
課
街
づ
く
り
推
進
係

（
〒　

－

０
０
２
１
、
中
町
１－

４－

１９４

２
、
�
７
０
９
・
０
５
９
８
）
へ
。
②

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実

施

し

ま

す

　

犬
・
猫
た
ち
の
新
た

な
飼
い
主
を
探
す
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
犬
・
猫
の
飼
育
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し
ま
す
の
で
、
相

談
の
み
の
方
も
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２２

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
犬
・
猫
の
飼
育
を
希
望
し
て
い
る

方
】

　

当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た
、
実

際
に
譲
渡
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
場

で
面
接
の
う
え
、
動
物
と
の
適
性
も
含

め
な
が
ら
主
催
者
側
で
決
定
し
ま
す
。

※
当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
た

い
方
】

　

犬
・
猫
の
写
真
を
お
持
ち
に
な
り
、

環
境
保
全
課
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
健
康
診
断
受
診
等
の
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
時
間
の
余
裕
を
も
っ
て
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

□問
 

環
境
保
全
課
��
７
２
４
・
２
７
１
１

紅
花
染
講
習
会

　

紅
花
餅
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
色
を

出
す
演
習
の
後
に
絹
の
ス
カ
ー
フ
を
染

電
話
の
場
合
は
、
７
月
１
日
正
午
か
ら

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
お
伝
え
下
さ
い
。

※
市
内
在
勤
・
在
学
の
方
は
、
事
業
所

名
ま
た
は
学
校
名
と
所
在
地
を
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

※
８
月
上
旬
ご
ろ
に
申
し
込
み
者
全
員

に
文
書
で
開
催
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。

□問
 

都
市
計
画
課
��
７
０
９
・
０
６
４
２

開催日程（予定）
時　間期　日回　数

午前９時３０分～正午９月２日（日）第１回

午前９時３０分～正午１０月２１日（日）第２回

午前・午後１１月４日（日）まち歩きの予定

午後１時３０分～４時１２月１５日（土）第３回

午後１時３０分～４時２００８年２月９日（土）第４回
※来年度も引き続き行っていく予定です。詳細の日程については会
議の中でお伝えしていきます。
※連続の会合となりますので、可能な限りご出席下さい。

�
�
�
�

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

め
ま
す
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１５

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

大
賀 
藕  
絲 
館

ぐ
う 

し

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

２
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

７
月　

日
ま
で
に
町
田

１０

市
大
賀
藕
絲
館
（
��
７
９
７
・
１
６
１

６
）
へ
。

��
��
��
��
��
��
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

２００７．　．　 （　）７ １ ７

７
月　

日
（
日
）
は
参
議
院
議
員
選
挙
で
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
で
す

２

市の業務のお問い合わせは、町町田田市市ココーールルセセンンタターー��００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。�

【
①
木
工
作
・
本
立
て
を
作
ろ
う
！
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
１

年
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
前　

時

２６

１０

　

分
〜
午
後
１
時

１５○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１６

○
費
用　

３
０
０
円

【
②
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
ろ
う
！
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
１

年
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２９

１０

　

分
〜
午
後
１
時

１５○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

２
０
０
円

【
③
玉
ね
ぎ
の
皮
染
め
を
し
よ
う
！
】

　

お
鍋
で
グ
ツ
グ
ツ
、
不
思
議
な
色
と

模
様
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
１

年
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

８
月
１
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
４
時

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

２
０
０
円

【
④
ユ
ニ
ッ
ト
お
り
が
み
に
挑
戦
し
て

み
よ
う
！
】

　

た
く
さ
ん
の
折
り
紙
を
つ
な
げ
て
多

面
体
の
作
品
を
作
ろ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
１

年
生
〜　

歳
の
方
で
全
日
程
参
加
で
き

１８

る
方

○
日
時　

８
月
２
日
（
木
）
、
３
日

（
金
）
と
も
に
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
持
ち
物　

折
り
紙
１
０
０
枚

【
⑤
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
行
こ
う
！
】

　

初
め
て
会
う
キ
ャ
ン
プ
の
仲
間
と
大

地
沢
に
で
か
け
、
協
力
し
な
が
ら
楽
し

い
キ
ャ
ン
プ
を
作
ろ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜　

歳
の
方
で
全
日
程
参
加
で
き

１８

る
方

○
日
時　

８
月
３
日
（
金
）
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

分
＝
事
前
活
動
、
８
月

１５

１１

３０

　

日
（
水
）
〜　

日
（
木
）
＝
キ
ャ
ン

２２

２３

プ○
集
合
解
散　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る

っ
こ

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２８

○
費
用　

１
０
０
０
円

【
⑥
陶
芸
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
！
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜　

歳
の
方
で
全
日
程
参
加
で
き

１８

る
方

○
日
時　

８
月
４
日
（
土
）
、　

日
１８

（
土
）
と
も
に
午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
プ
ロ

グ
ラ
ム
１
人
１
枚
）
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
名

・
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
学
校
名
・
学

年
・
性
別
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
７
月
８
日
ま
で
（
必

着
）
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

（
〒　

－

０
０
６
２
、
大
蔵
町
１
９
１

１９５

３
、
��
７
０
８
・
０
２
３
６
）
へ
。
ま

た
、
未
記
入
の
官
製
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
つ
る
っ
こ
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
定
員
に
達
し
な
か
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
８
月
１
日

午
前　

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま

１０

す
。

※
こ
れ
ら
の
他
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
セ
ン

タ
ー
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

夏

休

み

特

別

プ

ロ

グ

ラ

ム

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

【
①
ぽ
っ
ぷ
ん
た
い
む
Ｉ
Ｎ
三
輪
セ
ン

タ
ー
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時

１１

１１

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

三
輪
セ
ン
タ
ー

【
②
ア
ウ
ト
ド
ア
’Ｓ 

「
鶴
見
川
の

生
き
物
調
査
隊
」
】

　

鶴
見
川
に
出
か
け
、
川
の
生
き
物
の

の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
１

年
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

７
月　
１５

日
（
日
）
午
前　
１０

時　

分
〜
午
後
０

１５
時　

分
３０

○
集
合
解
散　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る

っ
こ

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２１

○
費
用　

１
０
０
円
（
保
険
代
）

【
③
パ
パ
と
い
っ
し
ょ
「
川
で
遊
ぼ

う
！
」
】

　

今
月
は
、
つ
る
っ
こ
か
ら
お
出
か
け

し
て
鶴
見
川
で
遊
び
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
３
歳
以
上
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１５

１０

　

分
〜
正
午

３０○
集
合
解
散　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る

っ
こ

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

１
人
１
０
０
円
（
保
険
代
）

◇

○
申
し
込
み　

①
は
直
接
会
場
へ
お
い

で
下
さ
い
。
②
③
は
７
月
１
日
の
午
前

　

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も

１０セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
（
��
７
０
８
・
０

２
３
６
）
（
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は

【
健
康
講
座　

「
百
歳
ま
で
の
漢
方
の

食
養
」
】

○
日
時　

８
月
８
日
（
水
）
午
後
１
時

　

分
か
ら

３０○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
講
師　

日
本
漢
方
交
流
会
終
身
師
範

・
河
合
齊
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
費
用　

３
０
０
円

【
料
理
を
楽
し
く　

か
ん
た
ん
！
さ
っ

ぱ
り
！
夏
の
献
立
】

町
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ

ニ

ア

塾

○
日
時　

８
月
９
日
（
木
）
午
前　

時
１０

〜
午
後
２
時

○
講
師　

栄
養
士
・
守
屋
田
鶴
子
氏

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

６
０
０
円◇

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
必
着
）

１５

に
、
町
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
〒

　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１－

　

、

１９４

１５

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
３
階
、
��
７
２

５
・
４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
��
７
２
４
・
２
１
４

１

　

た
だ
い
ま
人
気
絶
頂
の
お
笑
い
芸
人

が
町
田
に
集
結
�

〈
出
演
〉
ヒ
ロ
シ
、
た
い
が
ー：

り

ー
、
ヒ
ラ
イ
ケ
ン
ジ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
屋

良
、
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ
ー
ビ
ー
、
ラ
バ
ー

ガ
ー
ル

８
月　

日
（
日
）

１９

①
正
午
開
演

②
午
後
３
時
開
演

３
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
都
合
に
よ
り
出
演
者
が
一
部
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

【
７
月
１
日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
��
7
2
8
・
4
3
0
0
）へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

　

親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
の

生
き
る
姿
を
、
洗
練
さ
れ
た
笑
い
の
中

に
描
い
た
人
間
讃
歌
劇
「
狂
言
」
。
初

め
て
ご
覧
に
な
る
方
に
も
、
理
解
と
興

味
の
深
ま
る
解
説
つ
き
で
す
。

　

月
３
日
（
水
）

１０午
後
６
時　

分
開
演

３０

４
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

〈
演
目
・
解
説
〉
小
舞
「
八
島
」
、
狂

言
「
佐
渡
狐
」
「
首
引
」

※
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
に
お
い
て　

月　

日

１０

３０

か
ら
町
田
市
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
る
特
別
展
「
大

倉
集
古
館
収
蔵
能
面
・
能

装
束
」
プ
レ
展
示
が
あ
り

ま
す
。

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

��
��
��
��
��
��
��
��
��
		�

�
�
�

�

�
�
�

����

８
月
９
日
（
木
）

午
後
６
時　

分
開
演

３０

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

○
定
員　

２
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
入
場
料　

５
０
０
円
（
申
し
込
み

後
、
当
日
会
場
で
お
支
払
い
下
さ
い
）

版
画
館
企
画
展
入
場
券
付

〈
出
演
〉
林
幹
（
太
鼓
）

〈
ゲ
ス
ト
〉
よ
し
う
ら
け
ん
じ
（
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
）
、
Ｓ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
（
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

　

１
９
６
７
年
に
、
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス

の
リ
ー
ド
ヴ
ォ
ー
カ
ル
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
。
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
ま
さ
し
く

社
会
現
象
と
し
て
一
世
を 
風  
靡 
し
、
そ

ふ
う 

び

の
後
１
９
７
１
年
に
ソ
ロ
に
。
「
危
険

な
ふ
た
り
」
「
勝
手
に
し
や
が
れ
」

「
サ
ム
ラ
イ
」
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
ダ
ン

デ
ィ
」
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
」
「
ス
ト
リ
ッ

パ
ー
」
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
放

つ
。

　

月
４
日
（
木
）

１０午
後
６
時　

分
開
演

３０

６
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

【
７
月
４
日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
��
7
2
8
・
4
3
0
0
）

へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

【
７
月
３
日
正
午
か
ら
電
話
予
約
受
付

開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
7
2
4
・
5
6
5

6
）
へ
。

①
７
月
８
日（
日
）１
次
予
選

②
７
月　

日（
月
）２
次
予
選

２３

③
８
月　

日（
日
）本
選

２６

①
②
午
前　

時
か
ら

１０

③
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

１
０
０
０
円

（
税
込
、予
選
は
当
日
券
の
み
）

□問
 

町
田
市
民
ホ
ー
ル
��
７
２
８
・
４
３

０
０

※
お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

【
７
月
３
日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
��
7
2
8
・
4
3
0
0
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。
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国
際
版
画
美
術
館
・
（
財
）
町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

国
際
版
画
美
術
館
・
（
財
）
町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

ふ
れ
あ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
ｖ
ｏ
ｌ
・
２

ふ
れ
あ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
ｖ
ｏ
ｌ
・
２　

林
幹

和
太
鼓
ラ
イ
ブ

林
幹　

和
太
鼓
ラ
イ
ブ

ＧＧ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ

Ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ

ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ　

Ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ

－－
地
球
は
丸
い
・
太
鼓
も
丸
い

地
球
は
丸
い
・
太
鼓
も
丸
い－－

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを除く）です。①定員
になり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③７月の休館日は２日、１７日です。

町田市民ホール　７月後半の催し物 □問 町田市民ホール��７２８・４３００
問い合わせ
（��）主　　催入場料催　　し　　物時　間期日

７２８・４３００町田市民
ホール

売り切れ小椋佳「歌談の会」１７：３０～１９：３０１６日（祝）
３，０００円佐野成宏　テノール・リサイタル１８：３０～２０：３０１８日（水）
４，０００円ヒーリング・クラシックス１８：３０～２０：３０１９日（木）

７２５・４６１３町田市老人
クラブ連合会無料第３０回　町田市

老人クラブ連合会芸能大会１０：００～１５：００２０日（金）

７２８・４３００町田市民
ホール

Ｓ席　６，０００円
Ａ席　５，０００円北島三郎コンサート①１４：３０～１６：３０

②１８：００～２０：００２１日（土）

　　町田市音楽協会
コンクール事務局当日券のみ

１，０００円

第３２回
全国町田ピアノコンクール

２次予選
１０：００～２３日（月）

７２８・４３００町田市民ホール

７２２・３３０２スガナミ
楽器（株）無料

スガナミ楽器　ジュニア専門コース発表会１１：１５～２５日（水） スガナミ楽器　樋口真千子門下生発表会１８：１５～
スガナミ楽器

エレクトーン発表会①１３：００～②１６：００～２６日（木）

ジョイントコンサート２００７①１１：３０～②１４：３０～
③１７：１５～２８日（土）

７２８・８５６１町田カッパ
友の会

前売り２，５００円
　　　２，２００円
　当日３，０００円

劇団カッパ座　町田公演
「天のたまご」１３：３０～１５：３０２９日（日）

７２２・３３０２スガナミ
楽器（株）無料スガナミ楽器　ピアノ発表会

①１０：４５～②１３：４５～
③１７：００～３０日（月）

①１０：３０～②１２：４５～
③１５：３０～④１７：３０～３１日（火）

町
田
市
音
楽
協
会
・
（
財
）
町
田
市

町
田
市
音
楽
協
会
・
（
財
）
町
田
市

文
化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

文
化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

��

�
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�
����

�
�
�
�
�
�
�
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保
護
者
に
限
り
ま
す
）
へ
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

▲

野
村
万
作

▲

野
村
萬
斎

▲林　幹

▲沢田研二

▲ヒロシ▲たいがー：りー▲ヒライケンジ



２００７．　．　（　） ７ １８ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６０４２・７２４・５６５６

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

【
ば
あ
ん
シ
ア
タ
ー
「
映
画
会
」
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

乳
幼
児
（
そ
の
親
）
〜　

歳
１８

の
方

○
日
時　

７
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
３
時　

分
３０

○
内
容　

お
ば
け
長
屋
、
ト
イ
レ
の
花

子
さ
ん
、
幽
霊
屋
敷

【
親
子
陶
芸
教
室
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
親
子
と　

歳
１８

未
満
の
方
（
小
学
生
だ
け
の
参
加
も
で

き
ま
す
）

○
期
日
・
内
容　

７
月　

日
（
土
）
＝

１４

制
作
、　

日
（
土
）
＝ 
釉  
薬 
か
け

ゆ
う 
や
く

２８

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

7
月
１
日
午
前　

時
か

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
。
申

し
込
み
者
は
本
人
ま
た
は
保
護
者
に
限

り
ま
す
。

【
夏
の
優
雅
な
お
茶
会
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方
と
そ
の
保

護
者
（
二
人
一
組
）

○
期
日　

８
月
５
日
（
日
）

○
時
間　

①
午
前　

時
か
ら
②　

時　

１０

１０

３５

分
か
ら
③　

時　

分
か
ら
④　

時　

分

１１

１０

１１

４５

か
ら
⑤
午
後
１
時　

分
か
ら
⑥
２
時
５

３０

分
か
ら
⑦
２
時　

分
か
ら
⑧
３
時　

分

４０

１５

か
ら

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
内
容　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
茶

道
こ
す
も
す
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が

お
点
前
を
披
露
し
ま
す
。
お
茶
と
和
菓

子
を
い
た
だ
き
、
優
雅
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
す
。
ま
た
、
和
菓
子
作
り
も

経
験
で
き
ま
す
。

○
定
員　
　

組　

人
（
抽
選
）

２５

５０

○
費
用　

１
人
１
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
・
希
望
の
時
間
帯
①
〜
⑧
を
明
記

し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、

７
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
子
ど
も
セ

２５

ン
タ
ー
ば
あ
ん
「
夏
の
優
雅
な
お
茶

会
」
係
（
〒　

－

０
０
１
２
、
金
森
１

１９４

７
０
０－

９
）
へ
。

【
ば
あ
ん
の
夏
キ
ャ
ン
プ
】

　

事
前
に
グ
ル
ー
プ
作
り
や
食
事
作
り

の
練
習
等
の
プ
レ
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、

大
地
沢
で
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
し

ま
す
。

○
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

○
日
時　

プ
レ
キ
ャ
ン
プ
（
事
前
活

動
）
＝
７
月　

日
（
土
）
午
後
５
時
〜

２１

６
時
、
７
月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜

２９

１０

□問 子育て支援課��７２４・２１３８保育園子育てひろば事業
会　場日　時内　容保育園

同　園

７月３日（火）
９：３０～１２：００

あそぼう会
（身体測定、誕生会）高 ヶ 坂

保 育 園
��７２７・２３７３ ７月１０日（火）

１０：００～１１：００
交通安全指導
町田警察署　２歳児以上

旧緑ヶ丘小学校
（みどりっこ）

７月４日（水）
１１：００～１１：３０

歯科衛生士による乳幼児
の歯について山 崎

保 育 園
��７９２・０１５５ 同　園７月１３日（金）

１０：３０～１１：３０
水遊びをしよう
０歳～１歳６か月位

同　園

７月１０日（火）
１０：００～１１：００誕生会小 野 路

保 育 園
��７３５・２３１４ ７月２１日（土）

１６：００～２０：００夕涼み会

同園園庭毎週火・木曜日
９：３０～１２：００

園庭開放　シャボン玉遊
び・水遊び子どもの森

保 育 園
��７９８・７３２１ 上小山田

センター

７月１３日（金）
要予約

１０：３０～１１：３０

おともだちひろば
ダンボールで遊ぼう♪

地域の子育て家庭に保育園を開放しています。どなたでも
お気軽に遊びに来て下さい。子どもも大人も一緒に遊びま
しょう�お待ちしています。

子 育 て
ひ ろ ば の
ご 案 内
※内容についてのお問い合わせは各園にお願いします。
※市内保育園３３か所で子育てひろば事業を実施しています。詳細は子育
てひろばカレンダーをご覧下さい（上記保育園や各市民センター等約
１３０か所で配布しています）。

午
後
３
時
、
キ
ャ
ン
プ
＝
７
月　

日
３１

（
火
）
〜
８
月
１
日
（
水
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

一
人
１
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月
１
日
午
前　

時
か

１０

ら
窓
口
に
て
受
け
付
け
。

※
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は
保
護
者
に

限
り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
し

て
の
仲
間
作
り
も
事
業
の
目
的
で
あ
る

た
め
、
友
達
同
士
・
兄
弟
姉
妹
で
申
し

込
み
を
行
っ
て
も
同
一
グ
ル
ー
プ
に
は

原
則
な
り
ま
せ
ん
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
��
７
８
８

・
４
１
８
１

町
田
市
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

同
性
介
助
を
考
え
る

セ

ミ

ナ

ー

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
施
設
入
所
経
験
を

経
て
、
地
域
で
自
立
生
活
を
し
て
い
る

障
が
い
者
２
人
（
男
女
各
１
人
）
か
ら

の
お
話
を
聞
い
た
り
、
介
助
体
験
な
ど

を
通
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
介
助

の
受
け
手
・
担
い
手
、
双
方
の
〈
性
〉

を
大
切
に
し
た
同
性
介
助
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

○
対
象　

障
が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
、

同
性
介
助
に
関
心
の
あ
る
方

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２１

〜
４
時　

分
（
午
後
０
時　

分
か
ら
受

３０

３０

け
付
け
）

○
会
場　

コ
メ
ッ
ト
会
館
５
階
ホ
ー
ル

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

７
月　

日
ま
で
に
電
話

１８

で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ち
だ
や

（
��
７
２
４
・
８
６
１
６
）
へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
��
７
２
４
・
２
１
４

７【
パ
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
つ
く
ろ

う
！
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１４

〜
４
時

う
き
う
き
サ
タ
デ
ー
ズ

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
費
用　

３
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

７
月
２
日
午
前　

時
か

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど
も

ク
ラ
ブ
（
��
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

７
月
９
日
（
月
）
午
前　

時
１１

〜　

時　

分

１１

４５

○
会
場　

小
山
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

○
内
容　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
中
心
と
し

た
親
子
あ
そ
び
、
手
遊
び
・
体
操
・
ゲ

ー
ム
・
工
作
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
��
７
８
８

・
４
１
８
１
、
南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

��
７
３
９
・
６
７
９
１

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
・
南
大
谷
子

ど
も
ク
ラ
ブ

チ
ビ
ッ
コ
あ
そ
び
隊

※
母
子
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
あ
る
方
は
お
持
ち
下
さ
い
。

お
子
さ
ん
は
同
伴
で
な
く
て
結
構
で

す
。

※
中
学
校
進
学
に
つ
い
て
の
相
談
申
し

込
み
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
私
立
小
学
校
等
に
在

学
で
、
都
立
盲
・
ろ
う
・
特
別
支
援
学

校
ま
た
は
市
立
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
特
別
支
援
学
級
へ
の
進
学
を
お
考

え
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

指
導
課
就
学
相
談
係
��
７
２
４
・
２

１
８
０

就

学

相

談

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
た
め
の

　

２
０
０
８
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
で
、
何
ら
か
の
障
が
い
や
発

達
の
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の

「
就
学
相
談
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

こ
の
相
談
は
、
町
田
市
障
が
い
児
就

学
相
談
委
員
会
に
よ
る
相
談
会
（
９
月

〜　

月
に
実
施
予
定
）
を
通
し
て
、
児

１１
童
の
就
学
に
つ
い
て
保
護
者
の
方
と
と

も
に
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

相
談
申
し
込
み
の
受
け
付
け
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ご
都
合
の
よ
い
日
時

に
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　

７
月
２
日
（
月
）
、
３
日

（
火
）
、
９
日
（
月
）
、　

日
（
火
）、

１０

　

日
（
水
）
、
８
月
１
日
（
水
）
、
２

１８日
（
木
）
、　

日
（
金
）

１７

○
時
間　

午
前
９
時
〜　

時　

分
、
午

１１

３０

後
１
時　

分
〜
４
時

３０

※
い
ず
れ
の
日
も
都
合
の
悪
い
方
は
、

８
月　

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
ご
連

１０

絡
下
さ
い
。

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
会

議
室

夏
休
み子

ど
も
エ
コ
ツ
ア
ー

　

回
収
び
ん
の
再
生
原
料
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
び
ん
を
製
造
し
て
い
る
東
洋
ガ

ラ
ス
（
株
）
川
崎
工
場
（
川
崎
市
川
崎

区
）
と
、
暮
ら
し
を
支
え
る
ガ
ス
の
役

割
や
仕
組
み
を
実
感
で
き
る
展
示
施

設
、
東
京
ガ
ス　

ガ
ス
の
科
学
館
（
江

東
区
豊
洲
）
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜
６
年

生○
日
時　

８
月
１
日
（
水
）
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
４
時

１５○
出
発
・
解
散
場
所　

市
民
ホ
ー
ル
横

バ
ス
発
着
場

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３９

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に

住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
必

１１

着
）
に
ご
み
減
量
課
「
夏
休
み
子
ど
も

エ
コ
ツ
ア
ー
」
係
（
〒　

－

０
２
０

１９４

２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
��
７
９

７
・
０
５
３
０
）
へ
。

講

演

会

【
日
本
に
お
け
る
外
国
人
政
策
と
近
年

の
外
国
人
問
題
の
動
向
】

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
後
１
時

２４

　

分
〜
３
時　

分
（
午
後
１
時
開
場
）

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

明
星
大
学
・
渡
戸
一
郎
氏

○
定
員　

１
８
８
人

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１９４

町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団
主
催

夏
休
み
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
え
い
ご

　

「
楽
し
み
な
が
ら
英
語
に
慣
れ
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
英
語
に
触
れ
合
い
ま

す
。

○
対
象　

Ａ
コ
ー
ス
＝
小
学
１
〜
３
年

生
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
小
学
４
〜
６
年
生

○
日
時　

Ａ
コ
ー
ス
＝
７
月　

日
２３

（
月
）
〜　

日
（
水
）
午
後
１
時
〜
２

２５

時　

分
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
７
月　

日

３０

２３

（
月
）
〜　

日
（
水
）
午
後
３
時
〜
４

２５

時　

分
３０

○
内
容　

歌
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
な

ど
を
通
し
て
お
子
さ
ん
が
英
語
に
慣
れ

る
き
っ
か
け
を
作
り
ま
す
。

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

５
０
０
円
と
会
員
登
録
料
２

０
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

保
護
者
の
氏
名
・
お
子
さ
ん
の
氏
名
・

小
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
英
語

経
験
の
有
無
・
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
え
い
ご
参
加

経
験
の
有
無
を
明
記
し
、
７
月
７
日
ま

で
（
必
着
）
に
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

１９４

９－

８
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、

��
７
２
２
・
４
２
６
０
）
へ
。

　

あ
な
た
の
こ
と
を
話
せ
る
場
所
あ
り

ま
す
か
？
時
に
は
お
子
さ
ん
と
離
れ
て

ち
ょ
っ
ぴ
り
マ
イ
タ
イ
ム
…

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
保
護
者
（
保
育
あ
り
）

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時

１１

１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
・
辻
野
恵
子
氏

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
��
７
１
０
・
１
５
２

５
）
へ
。

子
育
て
マ
マ
の

し

ゃ

べ

り

場

　原則として乳幼児とその保護者、１８歳までの方が利用できます。
※詳細は各施設へお問い合わせ下さい。※申し込みについて特記のない催しは、直接会場へおいで下さい。

子どもセンター・子どもクラブ　７月の催し □問 児童青少年課��７２４・２１８２

日　　　　時催し名〈対象／定員／費用等〉施設名

８日午後２時～３時３０分ばあんシアター（映画会）
『おばけ長屋』、『トイレの花子さん』、『幽霊屋敷』子ども

センター
ばあん
��７８８
・４１８１
休館日は
毎週（火）
１８日（水）は
祝日振替で
休館

毎週土曜日午後３時３０分～５時
７日＝おきあがりオバケ、１４日
＝ゆうらん船、２１日＝魚つり、
２８日＝くるくる鉄棒

楽しい工作教室
〈１８歳までの子ども。未就学児は保護者同伴〉

２日午前１１時～１１時３０分おはなしはじまるよ＝乳幼児向けのお話会
〈乳幼児とその保護者〉

①６日、１３日
　午前１１時～１１時３０分
②４日、１１日
　午前１１時～１１時３０分

①キッズアタック＝スキンシップを中心とした親
子遊び〈乳幼児とその保護者〉
②ヤンチャッチャ＝子どもたちの集団遊び。リト
ミック、ゲーム、工作等〈３歳以上児とその保護者〉

①２日、５日、１２日、１９日
　午前１１時～１１時３０分
※同一週内に行うプログラム
は同じ内容です。
②６日、１３日午後３時～４時

①ぽっぷんたいむ＝親子遊び
〈乳幼児とその保護者〉
②げんきたいむ＝外遊び・工作など
〈３歳以上の幼児とその保護者〉子 ど も

センター
つるっこ 

��７０８
・０２３６

休館日は
毎週（火） 
１８日（水）は
祝日振替で
休館

①９日午前１１時～１１時１５分
②２３日午前１１時～１１時１５分

①ぴよぴよたいむ＝おはなし・手遊び
〈０・１歳児とその保護者〉
②ぱおぱおたいむ＝おはなし・手遊び
〈２・３歳児とその保護者〉

①４日午後２時３０分～４時
　５日午後３時～４時３０分
②１４日午後２時３０分～４時
③１９日午後３時～４時３０分

こうさくたいむ
①七夕飾り②折り紙・パクパク魚③六角かわり絵
〈１８歳までの子ども。幼児は保護者同伴〉

①７日午後３時～４時
②２１日午後３時～４時

どり～む・シネマーズ＝ミニ映画会
①『虹猫のぼうけん』ほか
②『ノッポとチビの冒険』ほか
〈１８歳までの子ども。乳幼児は保護者同伴〉

毎週水曜日
午後３時３０分～５時

工作ばんばん（４日＝笹かざり、１１日＝スチロール迷
路、１８日＝パズル）
〈小学生以上または保護者同伴の乳幼児〉

南 大 谷
子 ど も
ク ラ ブ 

��７３９
・６７９１

①５日、２４日午後４時３０分～
５時
②９日午前１１時～１１時３０分

①おはなしなぁに〈小学生以上または保護者同伴の幼児〉
②ちっちゃなおはなし箱＝手遊び、絵本の読み聞
かせなど〈乳幼児とその保護者〉

①毎週木曜日午前１１時～１１時３０分
※７月１９日～９月５日までぴっ
ころタイムはお休みします。
②４日午前１１時～１１時３０分

①ぴっころタイム〈乳幼児とその保護者〉
②ぷちっこタイム
〈０歳～１歳３か月ぐらいの乳幼児とその保護者〉
スキンシップを中心とした親子あそびです。

２７日午後３時～４時
みなみっ子シアター（映画会）
『がんばれスイミー』、『さよならカバくん』、
『ミッキーマウスのまほうつかい』

４日午前１１時～１１時３０分ころころベビー＆キッズ〈乳幼児とその保護者〉

玉川学園 
子ども
クラブ 
ころころ
児童館 

��７１０
・１４７５

１１日、２５日午後３時３０分～５
時（２５日は「初心者教室」）

かつまたさんの将棋教室＝プロ棋士の指導で将棋を楽
しもう。初めての人から上級者まで〈小学生以上〉

１４日午前１０時２０分～午後２時

シリーズ企画ビオ・トープ「大暑・収穫祭－畑で
働いた人達、集まれ！－」
〈小学生以上、親子参加歓迎〉
費用１００円、定員３０人、直接または電話で申し込み

１８日①午後３時～３時５０分
　　②午後４時～４時５０分

Ｍｒ．メビタ・マーのおもしろふしぎ造形工作教
室「ころがる形　坂道コロコロ」〈小学生以上〉
費用１００円、定員３０人（①②各１５人）、直接または
電話で申し込み

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

９－

８
、

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、
��
７
２
２

・
４
２
６
０
、
�
７
２
２
・
５
３
３

０
）
へ
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ



２００７．　．　 （　）７ １ ９市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６０４２・７２４・５６５６

町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団
主
催

韓
国
語
・
中
国
語
夏
期
集
中
講
座

【
は
じ
め
て
の
ハ
ン
グ
ル
（
入
門
コ
ー

ス
）
】

　

初
め
て
ハ
ン
グ
ル
を
学
ぶ
方
を
対
象

と
し
ま
す
。
ハ
ン
グ
ル
の
書
き
方
、
正

し
い
発
音
、
基
礎
的
な
文
法
、
基
本
的

な
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
、
簡
単
な
会

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
を
目
指

し
ま
す
。

○
期
間　

７
月　

日
（
月
）
〜
８
月　

３０

１１

日
（
土
）
午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時

１１

１０

　

分
（
８
月
５
日
を
除
く
毎
日
）
全　

４０

１２

回○
講
師　

国
士
舘
大
学
講
師
・
崔
唯
美

氏【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
韓
国
語
（
初
級
コ

ー
ス
）
】

　

ハ
ン
グ
ル
の
読
み
書
き
が
で
き
、
基

礎
的
な
文
法
と
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
自

己
紹
介
が
で
き
る
く
ら
い
の
方
を
対
象

と
し
ま
す
。
用
言
の
活
用
を
学
び
、
日

常
会
話
へ
の
正
し
い
応
用
と
正
確
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

○
期
間　

８
月　

日
（
土
）
〜　

日

１８

３１

（
金
）
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
８
月

３０

１１

　

日
、　

日
を
除
く
毎
日
）
全　

回

１９

２６

１２

○
講
師　

国
士
舘
大
学
講
師
・
柳
哲
洙

氏【
は
じ
め
て
の
中
国
語
（
入
門
コ
ー

ス
）
】

　

中
国
語
が
全
く
初
め
て
の
方
を
対
象

と
し
ま
す
。
中
国
語
特
有
の
発
音
及
び

四
声
を
マ
ス
タ
ー
し
、
簡
単
な
文
型
に

よ
っ
て
中
国
語
の
基
本
的
な
特
徴
を
理

解
し
、
平
易
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

○
期
間　

７
月　

日
（
月
）
〜
８
月　

３０

１１

日
（
土
）
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
８

３０

１１

月
５
日
を
除
く
毎
日
）
全　

回
１２

○
講
師　

国
士
舘
大
学
講
師
・
陸
薇
氏

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
中
国
語
（
初
級
コ

ー
ス
）
】

　

入
門
コ
ー
ス
修
了
程
度
の
方
を
対
象

と
し
ま
す
。
短
期
間
で
正
し
い
発
音
と

四
声
を
復
習
し
、
基
礎
文
法
及
び
語
法

を
習
得
し
て
会
話
能
力
と
読
解
力
の
基

礎
を
固
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

○
期
間　

８
月　

日
（
土
）
〜　

日

１８

３１

（
金
）
午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

１１

１０

４０

分
（
８
月　

日
、　

日
を
除
く
毎
日
）

１９

２６

全　

回
１２

○
講
師　

国
士
舘
大
学
講
師
・
姜
秀
英

氏

◇

○
会
場　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

各
１
万
８
０
０
０
円
、
会
員

は
１
万
６
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別

途
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
会
員
／
非
会
員
を
明
記

し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
、

入
門
コ
ー
ス
は
７
月　

日
ま
で
、
初
級

１４

コ
ー
ス
は
８
月
４
日
ま
で
（
必
着
）
に

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４

－

９

－

８
、
町
田

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階
、
��
７
２
２
・

４
２
６
０
）
へ
。

【
①
参
加
者
募
集
】

　

夏
休
み
の
宿
題
や
日
本
語
の
勉
強
を

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

○
対
象　

外
国
籍
の
小
・
中
学
生
（
帰

国
し
た
児
童
・
生
徒
を
含
み
ま
す
）

○
日
時　

８
月　

日
（
月
）
〜　

日

２７

３１

（
金
）
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
、

３０

１１

３０

中
学
生
は
午
後
３
時
ま
で

○
会
場　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　

学
習
会
の
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◇

○
申
し
込
み　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年

（
①
の
み
）
を
明
記
し
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

夏
休
み
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の

学

習

会

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
①
は
町
田
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
「
夏
休
み
子
ど
も
教
室

係
」
、
②
は
同
セ
ン
タ
ー
「
子
ど
も
教

室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
」
（
��
７
２
２
・

４
２
６
０
、
�
７
２
２
・
５
３
３
０
、

Ｅ
メ
ー
ルin

fo
@
m
a
c
h
id
a
－
k
o

k
u
s
a
i.jp

）
へ
。

犬
の
飼
育
初
期
知
識

取

得

講

習

会

　

犬
の
新
規
登
録
を
行
っ
た
方
を
対
象

と
し
て
、
犬
の
飼
育
・
し
つ
け
方
法
・

飼
育
マ
ナ
ー
・
健
康
管
理
の
基
本
事
項

の
マ
ス
タ
ー
を
目
的
と
し
て
講
習
会
を

年
間
６
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

対
象
の
方
（
個
別
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

て
い
ま
す
）
と
は
別
に
、
一
般
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象　

犬
の
登
録
を
し
て
い
る
市
民

の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

１８

〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前
８
時　

１３

３０

分
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
環
境
保
全
課

（
��
７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

町
田
市
立
図
書
館

お

は

な

し

会

○
時
間　

各
日
①
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

②
午
前　

時
か
ら

１１

※
２
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

【
さ
る
び
あ
図
書
館
��
７
２
２
・
３
７

６
８
】

○
期
日　

７
月　

日
、　

日
、
８
月
１

１１

２５

日
、　

日
、　

日

１５

２９

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

〈
ひ
だ
ま
り
だ
っ
こ
で
お
は
な
し
会
〉

○
対
象　

乳
児
む
け

○
期
日　

７
月　

日
、
８
月　

日

２６

３０

○
時
間　

各
日
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

【
鶴
川
図
書
館
��
７
３
５
・
５
６
９
１
】

○
期
日　

７
月　

日
、　

日
、
８
月
８

１１

２５

日
、　

日
２２

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

【
金
森
図
書
館
��
７
１
０
・
１
７
１
７
】

○
期
日　

７
月
４
日
、　

日
、　

日
、

１１

１８

　

日
、
８
月
１
日
、
８
日
、　

日
、　

２５

１５

２２

日
、　

日
２９

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

【
木
曽
山
崎
図
書
館
��
７
９
３
・
６
７

６
７
】

○
期
日　

７
月　

日
、　

日
、　

日
、

１１

１８

２５

８
月
８
日
、　

日
、　

日
、　

日

１５

２２

２９

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

〈
ち
い
さ
い
子
む
け
お
は
な
し
会
〉

○
期
日　

７
月　

日
、　

日
、
８
月
８

１１

２５

日
、　

日
２２

○
時
間　

各
日
午
後
２
時　

分
か
ら

２０

〈
映
画
会
〉

○
期
日　

７
月
４
日
、
８
月
１
日

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

※
映
画
会
の
あ
と
に
お
は
な
し
会
が
あ

り
ま
す
。

【
堺
図
書
館
��
７
７
４
・
２
１
３
１
】

○
期
日　

７
月　

日
、　

日
、
８
月
８

１１

２５

日
、　

日
２２

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

〈
映
画
会
〉

○
期
日　

７
月　

日
、
８
月　

日

１８

１５

○
時
間　

午
後
３
時
か
ら

町
田
市
民
文
学
館

【
文
学
サ
ロ
ン
で
楽
し
む
お
と
な
の
た

め
の
お
は
な
し
会
】

　

耳
か
ら
聞
く
文
学
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
読
書
と
は
ま
た
違
っ
て
、
ゆ

【
知
ろ
う
！
作
ろ
う
！
み
ん
な
お
い
で

よ
！
森
野
分
庁
舎　

①
Ａ
コ
ー
ス
②
Ｂ

コ
ー
ス
③
Ｃ
コ
ー
ス
④
Ｄ
コ
ー
ス
】

○
対
象　

①
③
小
学
３
〜
６
年
生
②
④

小
学
１
〜
６
年
生

○
期
日　

７
月　

日
（
木
）

２６

○
時
間　

①
午
前
９
時　

分
〜
正
午
②

３０

午
前
９
時　

分
〜
正
午
③
午
後
１
時　

５０

３０

分
〜
４
時
④
午
後
１
時　

分
〜
４
時

５０

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎

○
内
容　

①
③
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
と
見

学
②
④
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
の
み

○
定
員　

①
③
各　

人
②
④
各　

人

４５

５０

（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

７
月
２
日
〜　

日
に
電

２０

話
で
社
会
教
育
課
（
��
７
２
４
・
２
７

５
６
）
へ
。

※
夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー
２
０
０
７

＝
夏
休
み
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
子
ど

も
を
対
象
に
し
た
事
業
を
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
集
約
し
、
小
学
校
を
通
し
て
配
布

し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
施
設
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー
２
０
０
７
年

町
田
市
青
少
年

委
員
の
会　

企
画

【
夏
期
子
ど
も
講
座－

版
画
と
鏡
の
異

次
元
空
間
誕
生
！
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
】

　

版
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
刷
り
重
ね
て

い
く
色
彩
豊
か
な
木
版
画
を
作
り
、
大

き
さ
の
異
な
る
平
面
・
立
体
の
二
つ
の

作
品
に
仕
立
て
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た

作
品
は
、
制
作
工
程
な
ど
と
と
も
に
市

民
展
示
室
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

○
対
象　

両
日
参
加
で
き
る
小
学
３
〜

４
年
生

○
期
日　

７
月　

日
（
土
）
、　

日

２８

２９

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

○
講
師　

東
京
学
芸
大
学
准
教
授
・
清

野
泰
行
氏
、
東
京
学
芸
大
学
学
生
及
び

大
学
院
生

○
会
場　

同
館
ア
ト
リ
エ

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
受
付
期
間　

７
月
１
日
〜　

日
１１

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��

７
２
４
・
５
６
５
６
、
�
７
２
４
・
５

６
０
０
、
Ｅ
メ
ー
ル5

6
5
6
@
m
a
c
h
i

d
a
.c
a
ll

‐c
e
n
te
r.jp

）
へ
。
申
し
込

み
時
に
①
講
座
名
②
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
学
年
を
お

申
し
出
下
さ
い
。
当
選
し
た
方
の
み
に

通
知
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
市
民
及
び
市
内
学
校
に
通
学
す
る

児
童
で
、
当
館
講
座
の
受
講
経
験
が
少

な
い
方
を
優
先
し
て
抽
選
。
５
年
以
内

に
経
験
が
あ
る
方
は
倍
率
を
上
げ
て
抽

選
を
行
い
ま
す
。

関
連
催
事

〈
『
版
画
と
鏡
の
異
次
元
空
間
誕
生
！

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
展
』（
仮
称
）〉

　

講
座
で
制
作
し
た
作
品
及
び
東
京
学

芸
大
学
学
生
の
作
品
と
、
こ
の
講
座
が

開
催
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
パ
ネ
ル
で

展
示
し
ま
す
。

○
会
期　

８
月
７
日
（
火
）
〜　

日
１２

国
際
版
画
美
術
館

（
日
）

○
会
場　

同
館
市
民
展
示
室

〈
研
究
発
表
〉

　

こ
の
講
座
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
過

程
を
報
告
し
、
版
画
教
育
・
指
導
方
法

に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
後
２
時

１０

〜
４
時　

分
終
了
予
定

３０

○
会
場　

同
館
講
堂

○
定
員　

２
０
０
人
程
度
（
入
場
は
自

由
）

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
��
７
２
６
・
２
８

８
９

っ
た
り
と
文
学
の
世
界
が
ひ
ろ
が
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
�
文
学
�
を

楽
し
み
に
文
学
館
に
寄
っ
て
み
て
下
さ

い
。
月
１
回
実
施
予
定
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
午
前　

時　

分
〜

１９

１０

３０

　

時　

分　

毎
月
第
３
木
曜
日
（
２
０

１１

３０

０
８
年
３
月
は
第
４
木
曜
日
）
を
予
定

（
次
回
は
８
月　

日
）

１６

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館
文
学
サ
ロ

ン
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

○
話
し
手　

（
特
）
ま
ち
だ
語
り
手
の

会○
内
容　

宮
川
哲
夫
の
詩
の
世
界
、
日

本
の
民
話
、
そ
の
他
文
学
作
品

【
小
企
画
展
「
１
０
０
年
前
の
町
田
と

『
小
説
教
育
者
』
」
】

　

添
田
知
道
著
『
小
説
教
育
者
』
（
全

４
巻
）
は
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た

個
性
的
な
教
育
で
知
ら
れ
る
坂
本
龍
之

輔
の
伝
記
小
説
で
す
。
坂
本
は
若
き

日
、
町
田
の
小
学
校
で
も
教
鞭
を
と

り
、
第
２
巻
「
村
落
校
長
記
」
に
は
彼

の
奮
闘
ぶ
り
や
１
０
０
年
前
の
町
田
の

様
子
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま

す
。

○
会
期　

７
月
３
日
（
火
）
〜
９
月
９

日
（
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

○
休
館　

月
曜
日
（
７
月　

日
は
開

１６

館
）
、
７
月　

日
（
木
）
、
８
月
９
日

１２

（
木
）

〈
講
演
会　

木
村
聖
哉
氏
「
添
田
知
道

と
『
小
説
教
育
者
』
」
〉

○
日
時　

８
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

同
館
２
階
大
会
議
室

○
定
員　

１
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

７
月
３
日
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
同
館
（
��
７
３
９
・
３
４

２
０
）
へ
。

〈
展
示
解
説
〉

　

直
接
展
示
室
前
に
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
、　

日
、
８
月
２

２２

２５

日
、　

日
、　

日
、
９
月
２
日
い
ず
れ

１１

２６

も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
３０

○
解
説　

『
小
説
教
育
者
』
を
読
む
会

会
員

【
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ア
ー
ト
バ
ザ
ー

ル
２
０
０
７
」
出
展
者
募
集
】

　

作
品
を
作
る
人
と
観
賞
す
る
人
と
の

交
流
の
輪
を
広
げ
る
第
９
回
�
ゆ
う
ゆ

う
版
画
美
術
館
ま
つ
り
�
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ア
ー
ト
バ

ザ
ー
ル
」
へ
の
出
展
者
を
募
集
し
ま

す
。

○
対
象　

作
品
を
自
分
で
管
理
販
売
で

き
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

○
期
日　
　

月　

日
（
土
）
、　

日

１０

１３

１４

（
日
）

○
会
場　

同
館
前
庭

○
内
容　

絵
画
、
版
画
、
彫
刻
、
陶

芸
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
美
術
作
品
の
販
売

○
出
展
料　

１
団
体
・
グ
ル
ー
プ
２
０

０
０
円

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー　

売
上
額
の　

％
１０

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
（
国
際

版
画
美
術
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
運

営
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
郵
送
し
ま
す
。
電
話
の
方
は
火
・

金
曜
日
の
午
前
中
の
み
）
に
必
要
な
事

項
を
記
入
し
、
７
月　

日
ま
で
に
郵
送

２０

で
「
ゆ
う
ゆ
う
版
画
美
術
館
ま
つ
り
」

運
営
委
員
会
事
務
局
（
〒　

－

０
０
１

１９４

３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
��
７
２
６

２８

・
３
０
５
１
）
へ
。

※
応
募
多
数
の
時
は
調
整
し
ま
す
。

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
��
７
２
６
・
２
８

８
９

第
９
回

ゆ
う
ゆ
う
版
画
美
術
館
ま
つ
り

配
布
し
ま
す
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
��
７
２
４
・
２
１
８

２
、
社
会
教
育
課
��
７
２
４
・
２
７
５

６

　

絵
本
・
紙
芝
居
・
語
り
な
ど
で
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
中
央
図
書
館
��
７
２
８
・
８
２
２
０
】

○
期
日　

７
月　

日
、　

日
、　

日
、

１１

１８

２５

　

日
、　

日
、
８
月
８
日
、　

日
、　

２６

２７

１５

２２

日
、　

日
２９

○
時
間
・
内
容　

各
日
午
後
２
時
か
ら

＝
ニ
コ
ニ
コ
に
じ
の
お
は
な
し
会
、
午

後
３
時
か
ら
＝
サ
ン
サ
ン
さ
ん
じ
の
お

は
な
し
会

〈
映
画
会
〉

○
期
日　

７
月
４
日
、
８
月
１
日

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

○
会
場　

６
階
ホ
ー
ル

〈
お
ひ
ざ
で
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会
〉

○
対
象　

乳
幼
児
む
け

○
期
日　

７
月　

日
、
８
月　

日

２７

３１

町
田
リ
ス
園

生

き

物

教

室

【
リ
ス
の
放
し
飼
い
広
場
で
生
ま
れ
た

カ
ブ
ト
虫
と
リ
ク
ガ
メ
等
の
話
】

○
対
象　

５
歳
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

２１

〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

町
田
リ
ス
園
園
内

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

入
園
料

※
カ
ブ
ト
ム
シ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
町

田
リ
ス
園
（
��
７
３
４
・
１
０
０
１
）

へ
。

同
時
開
催
「
町
田
ゆ
か
り
の
文
学
者
」

展
（
遠
藤
周
作
、
八
木
義
徳
、
白
洲
正

子
、
宮
川
哲
夫
な
ど
）

□問
 

町
田
市
民
文
学
館
��
７
３
９
・
３
４

２
０



２００７．　．　（　） ７ １１０ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６０４２・７２４・５６５６

【
講
演
会
「
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
に

と
っ
て
の
成
年
後
見
制
度
」
〜
成
年
後

見
人
は
何
を
し
て
い
る
か
】

　

成
年
後
見
人
等
の
仕
事
内
容
を
知
る

こ
と
で
、
制
度
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　

７
月　

日
（
木
）
午
後
１
時

１９

〜
３
時

○
講
師　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ
と

な
あ
千
葉
・
井
上
光
晴
氏

○
会
場　

ひ
か
り
療
育
園
２
階
会
議
室

※
講
演
会
終
了
後
、
個
別
相
談
会
を
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

□問
 

ひ
か
り
療
育
園
��
７
９
４
・
０
７
３

０ 障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

福

祉

講

座

２
希
望
ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま

１０

で
（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

１５

内
）
へ
。

□問
 

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
��

７
２
３
・
２
１
４
７
、
高
齢
者
福
祉
課

��
７
２
４
・
２
１
４
６

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

閉
じ
こ
も
り
防
止
、
認
知
症
予
防
の

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
に
ま
っ
た
く
触
れ
た

こ
と
の
な
い
方
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
的
な
操
作
方
法
を
習
得
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
パ

６５

ソ
コ
ン
初
心
者
の
方

○
日
程　

左
表
を
ご
覧
下
さ
い

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

１
７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）

○
申
し
込
み　

左
表
の
講
習
会
一
覧
か

ら
ご
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
び
、
往
復
ハ

ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に
講
座
番
号
（
第

高齢者パソコン講習会予定表
時　間曜　日期　日月特徴講座番号

午後１時～４時月・水・金６日、８日、１０日、１３日、１５日、１７日

８

ゆっくり
コース

１１
午後１時～４時火・木・土７日、９日、１１日、１４日、１６日、１８日１２

午後６時～９時火～土１４日～１８日夜間
コース１３

午前９時～正午
月～金２７日～３１日通常

コース
１４

午後１時～４時１５
※「ゆっくりコース」とは通常の５日分を６日に分け、かつ１日ずつ間を空けゆっくり勉強するコースで
す。ゲームを楽しむ時間・文字の入力時間をたっぷりとります。「夜間コース」とは１日に３時間ずつ夜
間に５日間連続で行うコース、「通常コース」とは１日に３時間ずつ５日間連続で行うコース。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
生
き
生

き
と
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

料
理
を
通
じ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
高

６５

齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
ま
た
は
単
身
世

帯
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
前　

時

２６

１０

〜
午
後
１
時

○
会
場　

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

５
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
ま
で
に
電
話

１２

で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

お
い
し
く
！
楽
し
く
！
健
康
に
！

料

理

教

室

□問
 

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
鶴

川
事
務
所
��
７
３
５
・
０
１
５
４
（
電

話
回
線
が
１
回
線
な
の
で
つ
な
が
り
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
、
高
齢
者
福

祉
課
��
７
２
４
・
２
１
４
６

ひ
な
た
村

【
①
夏
休
み
子
ど
も
陶
芸
教
室
】

○
対
象
・
日
時
・
内
容　

２
日
間
と
も

参
加
で
き
る
小
学
１
〜
３
年
生
＝
７
月

　

日
（
水
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時
…

２５

１０

形
成
、
８
月
８
日
（
水
）
午
前　

時
〜

１０

正
午
… 
釉  
薬 
か
け
▽
２
日
間
と
も
参
加

ゆ
う 
や
く

で
き
る
小
学
４
年
生
〜
中
学
生
ま
で
＝

７
月　

日
（
木
）
午
前　

時
〜
午
後
３

２６

１０

時
…
形
成
、
８
月
９
日
（
木
）
午
前　
１０

時
〜
正
午
…
釉
薬
か
け

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
２０

○
費
用　

３
０
０
円
（
１　

に
つ
き
）

kg

【
②
夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室
】

○
対
象　

２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小

学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２９

１０

〜
午
後
３
時
＝
形
成
、
８
月　

日（
日
）

１２

午
前　

時
〜
正
午

１０

＝
釉
薬
か
け

○
定
員　
　

人
２４

○
費
用　

子
ど
も

３
０
０
円
、
大
人

７
０
０
円
（
１　

に
つ
き
）

kg

【
③
プ
ラ
バ
ン
の
モ
ビ
ー
ル
】

○
対
象　

小
学
生

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
①
午
前　

２５

１０

時
〜
正
午
②
午
後
１
時
〜
３
時

○
内
容　

プ
ラ
バ
ン
で
、
夏
ら
し
い
涼

し
げ
な
「
モ
ビ
ー
ル
」
を
作
り
ま
す

（
い
ず
れ
の
回
も
で
き
あ
が
っ
た
と
こ

ろ
で
終
了
と
な
り
ま
す
）

○
定
員　

各
回
と
も　

人
３６

○
費
用　
　

円
５０

【
④
自
然
観
察
（
夏
の
生
き
物
を
探
そ

う
！

）
】

○
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
①

は
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可
）

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
①
午
前
７

２７

時
〜
９
時
②
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

３０

３０

分
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

○
定
員　

各
回
と
も　

人
２０

○
内
容　

ひ
な
た
村
で
生
活
す
る
昆
虫

や
鳥
な
ど
の
生
き
物
を
観
察
し
よ
う

【
⑤
染
め
物
教
室
】

○
対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
生

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
前　

時

２７

１０

〜
午
後
２
時　

分
３０

○
内
容　

草
木
染
で
世
界
に
一
つ
の
ハ

ン
カ
チ
を
作
ろ
う

○
定
員　
　

人
２４

○
費
用
４
０
０
円

◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教
室

に
つ
き
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
（
コ
ー

ス
名
）
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
学
年
・
電
話
番
号
・
市
外
在
住
の
方

は
学
校
名
を
明
記
し
、
７
月
７
日
ま
で

（
必
着
）
に
ひ
な
た
村
（
〒　

－

０
０

１９４

３
２
、
本
町
田
２
８
６
３
、
��
７
２
２

・
５
７
３
６
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
定
員
に
達
し
な
か
っ
た

教
室
に
つ
い
て
は
７
月　

日
午
前　

時

１３

１０

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
①
②
の
陶
芸
教
室
は
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
８
月
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ひ
な
た
村
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

サ
マ
ー
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
ダ
ン
ス

愛
好
者

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
正
午
〜
午

１５

後
５
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
、
ア
マ
全

日
本
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

外
山
尚
之
・
聡
美
組
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
あ
り

※
男
子
は
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
の
金
具
は

不
可
、
女
子
は
新
品
の
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

を
着
用
し
て
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局 

高
齢
者

ス
連
盟
に
所
属
し
て
い
る
女
性
の
方

○
日
時　

９
月　

日
（
火
）
午
前
９
時

１１

か
ら

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

ペ
ア
の
合
計
年
齢
別
ダ
ブ
ル

ス
個
人
戦

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
競
技
方
法　

ラ
ン
ク
別
リ
ー
グ
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦

○
費
用　

１
ペ
ア
２
８
０
０
円
（
町
田

市
連
盟
レ
デ
ィ
ー
ス
部
登
録
者
２
５
０

０
円
）

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
の
申
込
方
法
で
７
月　

日
ま
で

２０

（
必
着
）
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

第
７
回
町
田
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
近
郊
大
会

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

初
心
者
講
習
会

　

楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん
か
。

　

歩
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ
た
靴

で
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の

方○
日
時　

７
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時

〜　

時
１１

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
（
楽

し
い
歩
き
方
、
正
し
い
歩
き
方
）

○
費
用　

１
人
１
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

歩
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ
た
靴

で
直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員
２
０

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

７
月
８
日
（
日
）
正
午
〜
午

後
６
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
競
技　
　

m　
　

的　

射
×
２
ラ
ウ

３０

８０
cm

３６

イ
ン
ド
ア
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

夏

季

大

会

ン
ド

○
部
別　

Ｓ
Ｂ
、
Ｂ

Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｐ
の

各
男
女

○
費
用　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
・
学
年
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い

て
、
７
月
９
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
へ
。

※
市
外
在
住
の
方
は
学
校
名
（
園
名
）

と
そ
の
所
在
地
を
記
入
。

【
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

〜
６
年
生

○
期
間　

８
月　

日
〜　

月
１
日
の
毎

１８

１２

週
土
曜
日
（
８
月　

日
、
９
月　

日
、

２５

２９

　

月　

日
、　

月
３
日
、　

日
、　

日

１０

１３

１１

１７

２４

を
除
く
、
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
（
初
参
加
者
優
先
の
う

８０

え
抽
選
）

○
費
用　

１
６
０
０
円

【
短
期
集
中
体
操
教
室
】

○
対
象　

幼
児
コ
ー
ス
＝
市
内
在
住
、

在
園
の
来
春
新
一
年
生
で
運
動
が
大
好

き
な
方
、
小
学
生
コ
ー
ス
＝
市
内
在

住
、
在
学
の
小
学
１
・
２
年
生
で
逆
上

が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
方

○
内
容　

鉄
棒
を
中
心
と
し
た
器
具
運

動
（
他
に
マ
ッ
ト
、
跳
び
箱
）

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
コ
ー
ス

＝
８
月
２
日
（
木
）
〜
９
日
（
木
）
全

５
回
（
８
月
４
日
〜
６
日
を
除
く
）
▽

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
コ
ー
ス
＝
８
月　
２１

日
（
火
）
〜　

日
（
水
）
全
５
回
（
８

２９

月　

日
〜　

日
を
除
く
）

２４

２７

○
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
５
時

３０

○
定
員　

幼
児
コ
ー
ス
＝　

人
、
小
学

２０

生
コ
ー
ス
＝　

人
（
初
参
加
者
優
先
の

１５

う
え
抽
選
）

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生
、
高
校
生
（
１
人
１
種
目
）

○
日
時　

７
月　

日
（
祝
）
午
前
９
時

１６

か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
部
別　

①
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル

ス
（
高
校
生
以
下
）
②
男
子
カ
デ
ッ
ト

シ
ン
グ
ル
ス
（
中
学
２
年
生
以
下
）
③

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
（
高
校
生

以
下
）
④
女
子
カ
デ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル
ス

（
中
学
２
年
生
以
下
）

○
費
用　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
７

月
７
日
ま
で
（
必
着
）
に
体
育
協
会
事

務
局
へ
。

※
詳
細
は
大
会

要
項
を
参
照
下

さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事

務
局

ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
ッ
ト

卓
球
個
人
選
手
権

　

学
校
行
事
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

○
休
館
日　

７
月
７
日
（
土
）

□問
 

町
田
第
一
中
学
校
開
放
プ
ー
ル

管
理
事
務
所
��
７
２
７
・
７
０
０

９
臨
時
休
館
し
ま
す

町
田
第
一
中
学
校
温
水
プ
ー
ル

　

学
校
行
事
の
た
め
左
記
の
日

は
、
利
用
時
間
が
夜
間
の
み
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

○
期
日　

７
月
７
日
（
土
）

○
利
用
で
き
る
時
間　

午
後
６
時

　

分
〜
９
時

３０□問
 

鶴
川
中
学
校
開
放
プ
ー
ル
管
理

事
務
所
��
７
３
６
・
０
５
９
１

お

知

ら

せ

鶴
川
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
の

○
対
象　

各
市
町
村
連
盟
・
レ
デ
ィ
ー

０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
。

７５
○
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
等

【
木
陰
と
山
道
、
小
道
】

○
日
時　

７
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時

　

分
集
合

５０○
集
合
場
所　

田
園
都
市
線
つ
く
し
野

駅
前

○
コ
ー
ス　

鎌
倉
古
道
〜
大
石
神
社
〜

天
王
神
社
〜
福
泉
寺
の
森
〜
茸
の
森
〜

若
葉
台
団
地
〜
三
保
市
民
の
森
〜
遊
歩

道
〜
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
十
日
市
場
駅
前
（
午

後
２
時
ご
ろ
ゴ
ー
ル
、
全
行
程　

㎞
）

１２

【
ビ
ー
ル
と
川
風
】

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
前
８
時

１９

　

分
集
合

５０○
集
合
場
所　

小
田
急
線
読
売
ラ
ン
ド

前
駅
南
口

○
コ
ー
ス　

多
摩
緑
地
保
全
地
区
〜
寿

福
禅
寺
〜
小
沢
城
址
〜
穴
沢
天
神
〜
稲

城
北
緑
地
公
園
（
８
㎞
ゴ
ー
ル
）
〜
是

政
橋
〜
大
東
京
総
合
卸
売
り
セ
ン
タ
ー

〜
サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵
野
ビ
ー
ル
工
場
〜

Ｊ
Ｒ
南
武
線
府
中
本
町

駅
前
（
午
後
３
時　

分
３０

〜
５
時　

分
ご
ろ
ゴ
ー

３０

ル
、
全
行
程　

㎞
）

１３

□問
 

体
育
協
会
事
務
局
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大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

ピ
ザ
窯
・
薫
製
箱
利
用
講
習
会

　

１
人
１
枚
ピ
ザ
を
焼
き
、
ピ
ー
ナ
ツ

を
薫
製
す
る
こ
と
で
、
大
地
沢
の
ピ
ザ

窯
と
薫
製
箱
の
利
用
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

※
本
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、
大
地

沢
の
ピ
ザ
窯
・
薫
製
箱
の
個
人
利
用
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

○
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時

１４

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月
１
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
��
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
。

町
田
市
立
図
書
館

子
ど
も
と
図
書
室

本
を
つ
な
ぐ
講
座

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

図
書
指
導
員
、
図
書
室
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど

○
日
時　

７
月
３
日
（
火
）
午
後
２
時

〜
４
時
（
開
場
は
１
時　

分
）

３０

○
会
場　

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

○
内
容　

学
校
図
書
館
で
で
き
る
こ
と

を
テ
ー
マ
に
お
話
し
ま
す

○
定
員　

１
１
０
人

□問
 

中
央
図
書
館
児
童
担
当
��
７
２
８
・

８
２
２
０

　

世
紀
環
境
立
国
戦
略
で
推
進
し
て
い

２１る

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン　
２１

セ

ミ

ナ

ー

　

地
球
温
暖
化
対
策
や
廃
棄
物
問
題
な

ど
社
会
で
の
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
ま
た
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
取
引
条
件
の
一
つ
と

さ
れ
る
な
ど
、
中
小
の
事
業
者
に
お
い

て
も
環
境
に
配
慮
し
た
経
営
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

中
小
事
業
者
に
も
取
り
組
み
や
す
い

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
環
境
省
で
は
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

　

」
を
策
定
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
て

２１い
ま
す
。
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

は
、
二

２１

酸
化
炭
素
排
出
量
や
廃
棄
物
排
出
量
な

ど
の
環
境
負
荷
を
具
体
的
に
継
続
し
て

削
減
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
環

境
活
動
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
公
表
し
て
、

取
引
先
、
消
費
者
な
ど
社
会
か
ら
の
信

用
を
得
る
た
め
の

仕
組
み
で
す
。

　

国
が
推
進
す
る

「　

世
紀
環
境
立

２１
国
戦
略
」
で
は

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン　

」
を
活
用
し
、
中
小
企
業
に
お
け

２１
る
環
境
管
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
町
田
市
商
工
会
議
所
と

の
共
催
で
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

の
で
ご
参
加
下
さ
い
。

○
対
象
企
業　

取
引
先
等
か
ら
、
環
境

の
取
り
組
み
を
求
め
ら
れ
て
い
る
企

業
、
光
熱
費
等
の
削
減
を
検
討
し
て
い

る
企
業

○
期
日　

７
月　

日
（
金
）

２７

○
時
間　

①
午
後
２
時
〜
４
時　

分
②

３０

午
後
６
時
〜
８
時　

分
（
①
午
後
１
時

３０

　

分
②
午
後
５
時　

分
受
付
開
始
）

３０

３０

※
い
ず
れ
も
同
一
内
容
で
す
。

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら

ん
ど
３
階
第
６
会
議
室

○
定
員　

各
回　

人
３０

○
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

７
月　

日
ま
で
に
町
田
市
商
工
会
議
所

２０

中
小
企
業
相
談
所
（
��
７
２
２
・
５
９

５
７
、
�
７
２
９
・
２
７
４
７
）
ま
た

は
町
田
市
環
境
保
全
課
（
��
７
２
４
・

２
７
１
１
）
へ
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

●
都
立
町
田
養
護
学
校
「　

ま
ち
だ
夏

０７

ま
つ
り
〜
町
田
で
育
む
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
３
時
〜
６
時

２１

／
会
場
＝
同
校
（
野
津
田
町
）
、
雨
天

時
は
体
育
館
／
内
容
＝
模
擬
店
、
和
太

鼓
、
エ
イ
サ
ー
ほ
か
／
雨
天
時
は
上
履

き
を
お
持
ち
下
さ
い
／
□問
 

同
校
��
７
３

７
・
０
５
７
０

●
小
河
内
ダ
ム
見
学
会

　

ダ
ム
竣
工　

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

５０

し
て
、
絵
画
、
写
真
、
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
を

募
集
し
ま
す
。
応
募
者
対
象
に
ダ
ム
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
／
対
象
＝
①
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学
生
は
絵
画

を
、
保
護
者
は
写
真
ま
た
は
Ｃ
Ｇ
ア
ー

ト
を
提
出
）
②
一
般
応
募
者
（
Ｃ
Ｇ
ア

ー
ト
を
提
出
）
／
日
時
＝
７
月　

日
午

２３

前
９
時
〜
午
後
５
時
頃
／
集
合
場
所
＝

立
川
駅
北
口
（
見
学
会
場
ま
で
送
迎
バ

ス
あ
り
）
／
定
員
＝
①　

組　

人
②　

４０

８０

４０

人
（
抽
選
）
／
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
応
募
作
品
の
種
別
・
全
員
の
氏
名

・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
７
月
６
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

東
京
都
水
道
局
浄
水
部
管
理
課
（
〒　
１６３

－

８
０
０
１
、
新
宿
区
西
新
宿
２－

８

－

１
、
��　

・
５
３
２
０
・
６
４
３

０３

７
）
へ
。

●
こ
ろ
こ
ろ
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
臨
時
職

員
募
集

　

同
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
学

童
（
障
が
い
児
）
介
助
等
を
行
い
ま
す

／
資
格
＝
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免

許
、
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
歓
迎

／
勤
務
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
２

〜
４
日
、
午
後
２
時
〜
６
時
（
学
校
休

業
日
に
よ
り
変
更
あ
り
）
／
運
営
＝

（
特
）
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
タ
グ
ボ

ー
ト
／
申
し
込
み
＝
電
話
連
絡
の
う

え
、
履
歴
書
を
直
接
こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

（
��
７
１
０
・
１
４
７
５
）
へ
。

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
・
非
常
勤
職
員

募
集

　

職
種
＝
①
有
償
サ
ー
ビ
ス
協
力
員

（
活
動
者
）
②
登
録
ヘ
ル
パ
ー
（
訪
問

介
護
員
）
／
勤
務
時
間
＝
応
相
談
／
勤

務
場
所
＝
市
内
全
域
／
申
し
込
み
＝
履

歴
書
を
郵
送
で
７
月　

日
ま
で
（
必

１５

着
）
に
同
協
会
（
〒　

－

０
０
２
２
、

１９４

森
野
４－

８－

　

、
��
７
１
０
・
２
２

３９

４
１
）
へ
。

●
合
掌
苑
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

グ
ッ
ド
タ
イ
ム
教
室
「
口
腔
ケ
ア
の
大

切
さ
」

　

日
時
＝
７
月
８
日
午
後
２
時
〜
３
時

／
会
場
＝
合
掌
苑　

わ
さ
び
だ
療
育
園

／
内
容
＝
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義
と

実
技
。
合
掌
苑
施
設
内
見
学
／
定
員
＝

　

人
／
申
し
込
み
＝
同
支
援
セ
ン
タ
ー

２０（
��
７
９
６
・
０
８
９
９
）
へ
。

●
（
福
）
コ
メ
ッ
ト
・
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス

「　

周
年
感
謝
デ
ー
」

１０

　

７
月
３
日
、
５
日
は
、
人
気
メ
ニ
ュ

ー
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
弁
当
を
６
０
０

円
で
配
達
し
ま
す
。
店
内
で
お
食
事
の

方
に
は
手
作
り
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付
７
０

０
円
（
限
定　

食
）
で
提
供
し
ま
す
／

８０

□問
 

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
��
７
２
９
・
１
９
２

５●
（
特
）
町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

会
・
学
童
保
育
指
導
員
募
集

　

職
種
＝
①
非
常
勤
職
員
②
夏
休
み
短

期
ア
ル
バ
イ
ト
／
資
格
＝
保
育
士
ま
た

は
教
員
免
許
を
お
持
ち
の　

〜　

歳
く

２０

５０

ら
い
ま
で
の
方
／
勤
務
日
時
＝
①
週
３

日
以
上
、
１
日
４
時
間
程
度
②
７
月　
２３

日
〜
８
月　

日
、
１
日
７
時
間
程
度
／

３１

内
容
＝
小
学
１
〜
３
年
生
ま
で
の
児
童

の
保
育
／
勤
務
場
所
＝
①
忠
生
・
金
森

②
忠
生
・
小
川
・
成
瀬
／
申
し
込
み
＝

電
話
連
絡
の
う
え
履
歴
書
を
郵
送
で
忠

生
学
童
保
育
所
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
〒

　

－

０
０
３
５
、
忠
生
３－

　

－

　

、

１９４

１２

１１

��
７
９
１
・
２
５
５
６
）
へ
。

●
美
郷
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
家

族
介
護
者
教
室
・
認
知
症
介
護
家
族
交

流
会
」

　

対
象
＝
認
知
症
介
護
で
悩
ん
で
い
る

方
／
日
時
＝
７
月　

日
午
後
１
時　

分

２０

３０

〜
３
時　

分
／
会
場
＝
特
別
養
護
老
人

３０

ホ
ー
ム
美
郷
（
小
山
ヶ
丘
）
／
申
し
込

み
＝
７
月　

日
ま
で
に
電
話
で
同
支
援

１７

セ
ン
タ
ー
（
��
７
９
７
・
０
２
０
０
）

へ
。

●
第
二
清
風
園
「
花
壇
手
入
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
」

　

同
施
設
利
用
者
と
の
交
流
も
あ
り
ま

す
。
活
動
日
時
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な

い
の
で
、
相
談
し
て
決
め
て
い
き
ま
す

／
会
場
＝
第
二
清
風
園
（
薬
師
台
）
／

□問
 

第
二
清
風
園
��
７
３
６
・
６
９
０
６

●
三
輪
保
育
園
保
育
士
募
集

　

資
格
＝
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

／
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
、
早
番
（
午
前
７
時
か
ら
）
、
遅

番
（
午
前　

時　

分
か
ら
）
／
勤
務
場

１０

３０

所
＝
同
園
／
人
員
＝
１
人
／
□問
 

同
園
��

０
４
４
・
９
８
９
・
４
６
３
９

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
町
田
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

【
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

　

資
格
障
が
い
者
へ
の
情
報
保
証
者
を

養
成
す
る
講
座
で
す
／
対
象
＝
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
で
全
回
出
席
で
き
、

講
座
終
了
後
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
で
き
る
方
／
期
間
＝
９
月
７
日

〜
２
０
０
８
年
３
月　

日
（
全　

回
）

２１

２２

／
時
間
＝
午
後
１
時
〜
３
時
／
会
場
＝

町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
定
員

＝　

人
／
費
用
＝
３
０
０
０
円
ほ
か
テ

２５
キ
ス
ト
代
／
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
を
お

持
ち
の
う
え
、
７
月　

日
午
後
１
時　

２０

３０

分
か
ら
行
わ
れ
る
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

ご
出
席
下
さ
い
。
申
し
込
み
は
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
５
・
４
４
６

５
）
へ
。

【
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
】

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
／
対
象
＝
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学

３
年
生
〜
中
学
１
年
生
の
方
／
日
時
＝

８
月
１
日
〜
３
日
、
６
日
、
７
日
、
午

前　

時
〜
午
後
３
時
／
会
場
＝
同
セ
ン

１０
タ
ー
／
定
員
＝　

人
／
費
用
＝
１
０
０

３０

０
円
／
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話
番
号
・
学
校

名
・
学
年
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で

１５

（
消
印
有
効
）
に
同
協
議
会
「
夏
休
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」
（
〒　

－１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

９－

８
、
町

田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、
��
７
２
５
・

４
４
６
５
）
へ
。

●
ク
ロ
ー
バ
ー
保
育
園
パ
ー
ト
保
育
士

募
集

　

資
格
＝
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

歓
迎
／
勤
務
日
時
＝
月
〜
土
曜
日
（
週

５
〜
６
日
）
、
午
後
３
時
〜
７
時
／
勤

務
場
所
＝
同
園
／
募
集
人
員
＝
１
人
／

委
細
面
談
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
園

（
��
７
８
２
・
４
４
０
１
）
へ
。

●
は
た
ら
け
バ
ン
ク
「
か
ば
ん
・
バ
ッ

グ
大
放
出
セ
ー
ル
」

　

期
日
＝
７
月
２
日
午
後
１
時
か
ら
／

各
種
バ
ッ
グ
、
ク
ツ
、
帽
子
ほ
か
／
□問
 

は
た
ら
け
バ
ン
ク
��
７
９
７
・
７
６
４

６●
喫
茶
レ
モ
ン
グ
ラ
ス　

チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

家
族
で
楽
し
め
る
選
曲
で
す
。
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
を
お
楽
し
み
下
さ
い
／
日

時
＝
７
月　

日
午
後
１
時
〜
２
時
／
会

２１

場
＝
喫
茶
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
（
相
原
町
）

／
出
演
＝
厚
木
エ
レ
ガ
ン
ス
／
曲
目
＝

森
の
小
人
、
バ
ラ
が
咲
い
た
、
月
の
砂

漠
ほ
か
／
費
用
＝
５
０
０
円
（
コ
ー
ヒ

ー
、
ク
ッ
キ
ー
付
）
／
□問
 

町
田
ゆ
め
工

房
��
７
８
２
・
１
４
９
１

●
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
非
常
勤
職
員
募

集
　

高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
仕
事
で
す
／

職
種
＝
①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
員
②
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
介
護
員
③
登
録
ヘ
ル
パ

ー
④
送
迎
車
ド
ラ
イ
バ
ー
／
資
格
＝
①

〜
③
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
を
お

持
ち
の
方
④
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資

格
を
お
持
ち
の
方
歓
迎
／
勤
務
日
時
＝

週
３
〜
５
日
（
④
は
時
間
制
）
／
人
員

＝
若
干
名
／
即
日
勤
務
可
／
□問
 

ケ
ア
セ

ン
タ
ー
成
瀬
��
７
２
０
・
２
２
０
２

●
講
演
会
「
脳
と
こ
こ
ろ
〜
う
つ
病
と

統
合
失
調
症
に
つ
い
て
」

　

日
時
＝
７
月
７
日
午
後
２
時
〜
４
時

／
会
場
＝
コ
メ
ッ
ト
会
館
（
原
町
田
）

／
講
師
＝
東
京
都
多
摩
総
合
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
部
長
・
熊
谷

直
樹
氏
／
費
用
＝
５
０
０
円
（
当
事
者

３
０
０
円
）
／
□問
 

コ
メ
ッ
ト
事
務
局
��

７
２
８
・
９
７
７
９

●
桜
館
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
家

族
介
護
者
教
室
」

【
ど
う
し
て
腰
は
ま
が
る
の
か
？
】

　

日
時
＝
７
月　

日
午
前　

時　

分
〜

２８

１０

３０

正
午
／
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
桜
館
／
講
師

＝
理
学
療
法
士
・
久
富
祥
生
氏
／
申
し

込
み
＝
７
月　

日
ま
で
に
電
話
で
同
支

２７

援
セ
ン
タ
ー
（
��
７
９
７
・
８
０
３

２
）
へ
。

●
事
業
者
の
方
へ
〜
業
務
用
冷
凍
空
調

機
器
の
廃
棄
に
は
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
回
収

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

【
改
正
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
が　

月
１０

か
ら
施
行
】

　

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
回
収
せ
ず
に
大
気
中

に
放
出
す
る
こ
と
は
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
や
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
が
改
正
さ

れ　

月
１
日
か
ら
、
業
務
用
冷
凍
空
調

１０
機
器
を
廃
棄
す
る
者
は
、
フ
ロ
ン
ガ
ス

の
回
収
を
委
託
す
る
際
に
、
受
託
者
に

委
託
確
認
書
等
の
法
律
で
定
め
ら
れ
た

書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
建
物
を
解
体
す
る
場
合
も
、
業
務

用
冷
凍
空
調
機
器
か
ら
の
フ
ロ
ン
ガ
ス

の
回
収
が
必
要
で
す
。
フ
ロ
ン
ガ
ス
の

回
収
は
、
都
道
府
県
に
登
録
し
た
フ
ロ

ン
類
回
収
業
者
に
委
託
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
／
対
象
機
器
の
例
＝
パ
ッ
ケ

ー
ジ
エ
ア
コ
ン
（
天
井
埋
め
込
み
型
な

ど
）
、
業
務
用
冷
凍
冷
蔵
庫
、
冷
凍
冷

蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
製
氷
機
、
ビ
ー
ル

サ
ー
バ
ー
、
冷
水
機
／
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
と
な
る
家
庭
用
エ
ア
コ
ン

・
冷
蔵
庫
は
対
象
外
で
す
／
□問
 

東
京
都

環
境
局
環
境
配
慮
事
業
課
��　

・
５
３

０３

８
８
・
３
４
７
１

●
都
立
忠
生
高
校
公
開
講
座

【
小
学
生
の
た
め
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
（
生
物
実
験
）
１
・
２
】

　

対
象
＝
小
学
４
〜
６
年
生
で
全
日
参

加
で
き
る
方
（
保
護
者
は
付
き
添
い
参

加
の
み
）
／
期
日
＝
講
座
１
…
８
月　
１１

日
、　

日
、
講
座
２
…
８
月　

日
、　

１２

１８

１９

日
／
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜
正
午
／

３０

会
場
＝
同
校
／
内
容
＝
講
座
１
…
身
近

な
食
材
（
ニ
ワ
ト
リ
手
羽
先
な
ど
）
を

使
っ
た
解
剖
、
講
座
２
…
ブ
タ
の
心
臓

の
解
剖
や
血
液
の
成
分
解
析
／
定
員
＝

各　

人
／
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

２５
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
同

２０

校
公
開
講
座
係
（
〒　

－

０
０
３
３
、

１９４

木
曽
町
２
２
７
６
、
��
７
９
１
・
１
６

３
１
）
へ
。

′

●
東
京
家
政
学
院
大
学
春
季
公
開
講
座

の
お
知
ら
せ

【
博
物
館
学
講
座
「
実
物
資
料
に
触
れ

て
み
よ
う
」
】

　

対
象
＝
社
会
人
／
日
時
＝
７
月　

日
２８

午
後
１
時
〜
２
時　

分
／
会
場
＝
同
大

３０

学
／
内
容
＝
土
人
形
の
世
界
／
講
師
＝

同
大
学
日
本
文
化
学
科
准
教
授
・
小
瀬

康
行
氏
／
定
員
＝　

人
／
申
し
込
み
＝

１０

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
必

１３

着
）
に
同
大
学
「
公
開
講
座
係
」
（
〒

　

－

０
２
９
２
、
相
原
町
２
６
０
０
、

１９４��
７
８
２
・
９
８
１
１
）
へ
。

●
和
光
大
学
の
催
し

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
企
画
広
報
課

（
��
０
４
４
・
９
８
８
・
１
４
３
３
）

へ
。

【
和
光
大
学
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
サ
ラ
ー
ム
海
上
さ
ん
と
イ
ス
ラ
ム
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
楽
し
む
」
】

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
３
時
〜
５
時

２１

（
午
後
２
時　

分
開
場
）
／
会
場
＝
ぱ

３０

い
で
い
あ
ホ
ー
ル
（
能
ケ
谷
町
）

【
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
ル
ネ

サ
ン
ス
・
リ
ュ
ー
ト
の
旅
」
】

　

リ
ュ
ー
ト
奏
者
坂
本
龍
右
氏
が
生
演

奏
で
お
送
り
し
ま
す
／
日
時
＝
７
月　
１３

日
午
後
１
時
〜
２
時　

分
／
会
場
＝
同

３０

大
学
Ｊ
棟
３
０
１
教
室

【
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ぱ
い
で
い
あ

「
腹
話
術
発
表
会
」
】

　

教
育
・
福
祉
・
医
療
分
野
な
ど
で
幅

広
く
活
躍
す
る
西
田
望
講
師
、
受
講
生

の
発
表
会
で
す
／
日
時
＝
７
月　

日
午

１０

後
４
時　

分
〜
５
時
／
会
場
＝
ぱ
い
で

２０

い
あ
ホ
ー
ル



２００７．　．　（　） ７ １１２ 市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６０４２・７２４・５６５６

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田病院 （��０４２・７８９・０５０２）
　�外科系　多摩丘陵病院 （��０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （��０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝��０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�中村内科○内  （金森１７８４－３　��７９９・６６５６）
　�石場こどもクリニック○小 
 （旭町１－１５－２１　��７１０・１３２２）

　�石井医院○内 ○小  （成瀬５０２９　��７２３・５３０８）
　�鈴木内科医院○内 
 （三輪緑山３－２２－１１　��０４４・９８８・７０５７）

　�小出クリニック○内 ○小 
 （木曽町４６７－１８　��７２１・２９１８）

７／

１
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　��０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）２
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　��０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ケ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○暴力団などに関する困りごと相談（１時３０分～４時　市
民相談室　予約不要）
○国の行政相談〈国の行政機関・公団・ＮＴＴ・ＪＲなど
に関する意見や要望について〉（１時３０分～４時　市民
相談室　予約不要）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については��７２６・１３９４へ〈月～金〉
○物忘れ・認知症高齢者等相談（９時３０分～１１時３０分　町
田市福祉サービス協会　電話予約制＝��７２８・９０６７）

３
火

☆国際版画美術館市民展示室（～８日　よみ
うり町田文化写友会　第１５回写真展○問 岩 
渕��７９６・０６８４／～８日　ＮＨＫ文化
センター町田教室フォトテクニカル講座写
真展○問 清��７２５・６８０９）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　��０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸かえ

で公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○年金・社会保険相談〈年金の受給資格、手続、社会保険
に関する相談などについて〉（１時３０分～４時　市民相
談室　電話予約制＝��７２４・２１０２）４

水

☆市民ホールギャラリー（～８日　第３３回水
墨画作品展○問 東石墨画会��７２６・５１９１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　��０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ヶ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝��７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝��７２５・５４１９）

５
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“つくし野・鶴間線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　��０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイライ

フ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝��７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝��７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会��７２２・
４８９８）

６
金

◎定例教育委員会（午前１０時～　森野分庁舎
○問 教育委員会教育総務課��７２４・２１７２）

☆市民ホールギャラリー（～８日　ちびっ 
こ写真展○問 （株）薬師スタジオ��７２０・
４４９１）

○京王閣競輪ナイター開催（～８日　○問 東 
京都十一市競輪事業組合��０４２・４８９・
１３１１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　��０４２・７２２・２２３０）

７
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“小山・相原線”“藤の台・木曽線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　あけぼの病院 （��０４２・７２８・１１１１）
　�外科系　町田市民病院 （��０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　南町田病院 （��０４２・７９９・６１６１）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝��０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�堀田小児科医院○小 
 （南成瀬３－８－９　��７２８・５４４１）

　�阿南内科医院○内  （原町田６－２９－３　��７２２・６０２６）
　�岡田医院○内  （玉川学園５－１－７　��７２７・６６６７）
　�田村胃腸科内科クリニック○内 
 （能ケ谷町１０５９　��７３５・５６６７）

　�泰生医院○内 ○小  （小山町２４７０－５　��７９７・７４２３）

８
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　��０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）９
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　��０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝��０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝��７２４・２１０２）

○なんでも健康・栄養・歯磨き相談（１０時～１２時１０分　総
合体育館　○問 健康課��７２５・５１７８）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については��７２６・１３９４へ〈月～金〉

１０
火

☆市民ホールギャラリー（～１６日　野生動物
たちの命の輝き～次世代につむいでゆくべ
きもの～○問 ジャパンワイルドライフセンタ
ー��７１０・５５９０）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

消費生活相談1722・0001

消費生活センター（町田市民フォーラム内）�

月～金曜日 午前9時～正午、午後1時～4時�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分（先着３０人）の予約を受け付けます。�

※6月21日号での記載は誤りでした。お詫びして訂正します。�

７月２日（月）は�

市・都民税＜１期＞の納期です�
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